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3　みのぶ議会だより No.60

●町債（借金）の累積残額　
　＊一般会計 49億8420万2千円
　　　町民1人当たり 42万5千円
　＊特別会計　　　　 56億1013万円
　　　町民1人当たり　   47万8千円
　＊合   　 計        105億9433万2千円
　　　町民1人当たり    90万3千円
●基金（預金）の累積残額（一般会計・特別会計の合算）
　＊預　　金 81億1924万8千円
　　　町民1人当たり 69万2千円
＊町民1人当たりの金額は、平成31年4月1日
現在の人口11,726人による。

税源確保のため更なる施策の充実を

決算審査意見書
代表監査員　渡　邉　吉　彦

　

決
算
収
支
状
況
は
、
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
と
も
に
、
実

質
収
支※

に
お
い
て
す
べ
て
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。
事
務
・

事
業
の
効
率
的
な
執
行
な
ど
、
積
極
的
な
努
力
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

歳
入
面
で
は
、
自
主
財
源※

で
あ
る
町
税(

全
体
に
占
め
る
比

率
15
・
０
％
）
及
び
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
（
58
・
５
％
）

と
も
に
人
口
減
少
等
に
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
町
の

財
政
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
税
収
入
を
増
や
す
産
業
の
育
成
を
図

る
た
め
、
更
な
る
施
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

　

歳
出
面
に
つ
い
て
は
、
義
務
的
経
費※

で
あ
る
人
件
費
は
増
額

と
な
っ
た
が
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
減
額
に
よ
り
全
体
で
は
１
億

３
０
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。
一
方
、
投
資
的
経
費
は
ふ
る

さ
と
創
生
事
業
に
か
か
る
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
こ

と
か
ら
３
億
６
０
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

　

事
業
等
に
つ
い
て
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
各
々
の
事
業
等

の
目
的
、
必
要
性
、
投
資
的
効
果
等
を
十
分
に
検
討
し
、
是
正
改

善
等
の
見
直
し
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

【実質収支】歳入から歳出と翌年度に繰り越すべき財
源を引き残ったもの。多ければ多いほど財政に余裕
がある。
【自主財源】地方公共団体の収入にはみずから徴収す
る収入と国など他の公共団体から受入れる収入とが
あり、前者を自主財源、後者を依存財源と呼ぶ。前
者には地方税のほか使用料、手数料、分担金、負担金、
寄付金、財産収入、収益事業収入などがあり、後者
には地方交付税、国庫支出金、県支出金などがある。
【義務的経費】地方自治体の一般歳出のうち、支出す
ることが制度的に義務づけられている経費のこと。 人
件費、扶助費および公債費の３つからなる。

キーワード

一般会計の主な目的別歳出のなかみ 下記金額は町民1人当たりの金額を表します。

民生費：　17万6658円
障害者、高齢者の福祉サービス、
保育所、生活保護などの経費

総務費：　14万6812円
庁舎や財産の維持管理、税金の
徴収、戸籍管理などの経費

衛生費：　7万4755円
健康増進、疾病予防、環境保全
などの経費

公債費：　4万3665円
借りたお金 ( 町債 ) の元利返済に
かかる経費

教育費：　8万7332円
学校教育、生涯学習の充実など
の経費

土木費：　6万2469円
道路、河川、公園など社会資本
基盤整備などの経費

No.60 みのぶ議会だより　2

決算議会

9月3日から13日
11日間

9月定例会

その他 2.2%
2億312万円

・議　会　費　0.8%
・労　働　費　0.0%
　計　7293万円

諸収入 1.2%
1億1132万円

繰越金 8.2%
7億6333万円

その他交付金 0.6%
5456万円

自主財源 27.7%
25億7863万円

地方譲与税 0.8%
7271万円

地方消費税交付金 2.7%
2億4733万円

県支出金 5.5%
5億1595万円

国庫支出金 6.0%
5億5783万円

商工費 1.3%
1億1378万円

災害復旧費 2.1%
1億8050万円

消防費 2.3%
1億9915万円

農林水産業費 3.8%
3億2845万円

公債費 6.0%
5億1202万円

諸支出金 8.3%
7億1094万円
土木費 8.6%
7億3251万円

衛生費 10.3%
8億7658万円 教育費 12.0%

10億2406万円

総務費 20.1%
17億2152万円

民生費 24.2%
20億7149万円諸支出金 8.3%

7億1094万円
土木費 8.6%
7億3251万円

衛生費 10.3%
8億7658万円 教育費 12.0%

10億2406万円

総務費 20.1%
17億2152万円

民生費 24.2%
20億7149万円

町債 9.8%
9億1160万円

地方交付税 47.0%
43億7888万円

町債 9.8%
9億1160万円

地方交付税 47.0%
43億7888万円

町税 15.0%
13億9964万円
町税 15.0%
13億9964万円

使用料及び手数料 1.1%
1億122万円 その他

・繰 入 金 0.9%
・分担金及び負担金 0.9%
・財産収入 0.2%
・寄 附 金 0.2%
　計　2億312万円

歳入合計
93億1749万円

歳出合計
85億4393万円

赤文字部分

一般会計
歳入総額 93 億 1749 万 6808 円
歳出総額 85 億 4393 万 4258 円

差 引 額 7 億 7356 万 2550 円

〇一般会計
　約72万8千円
〇特別会計を含むと
　約123万3千円
　が使われました。

町民1人当たりの
支　出　額

対前年度比3.3％減

を認定！
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上田　孝二 議員

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
環
境
問
題
を
国
、
県
、
各
市

町
村
と
連
携
し
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
が

環
境
上
下
水
道
課
長
　
国
は
５
月

に
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
、

非
意
図
的
な
海
洋
流
出
防
止
、

関
係
者
の
連
携
協
議
な
ど
８
項

目
の
対
策
を
挙
げ
た
。

　
　
山
梨
県
、
南
部
・
鰍
沢
警
察

署
、
峡
南
５
町
で
構
成
し
て
い

る
峡
南
地
域
廃
棄
物
対
策
連
絡

協
議
会
と
連
携
し
、
町
内
の
ゴ

ミ
減
量
化
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
、
国
、
県
と
連
携
し
、
環

境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

問
　
町
道
及
び
林
道
へ
の
粗
大
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
の
処
理
量
は

環
境
上
下
水
道
課
長
　
30
年
度
の

年
間
処
理
量
は
町
内
全
地
域
で

可
燃
ゴ
ミ
、
不
燃
ゴ
ミ
、
廃
家

電
、
タ
イ
ヤ
等
、
約
55
カ
所
で

約
８
ト
ン
を
回
収
し
た
。

産
業
課
長
　
今
後
、
囲
い
罠
を
運

用
す
る
中
で
、
町
民
の
要
望
等

を
踏
ま
え
、
設
置
期
間
や
囲
い

罠
の
追
加
購
入
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

で
行
っ
た
鳥
獣
害
防
除
柵
、
電

気
柵
を
設
置
し
た
地
区
の
管
理

状
況
を
町
は
把
握
し
て
い
る
か

建
設
課
長
　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

受
益
者
エ
リ
ア
の
全
員
の
同
意
、

管
理
者
名
簿
の
作
成
、
管
理
規

約
の
作
成
、
維
持
管
理
体
制
の

確
立
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
も
と
に
、
町
と
獣
害
防

止
施
設
設
置
に
関
す
る
協
定
書
、

管
理
委
託
契
約
を
締
結
し
、
各

地
区
で
管
理
す
る
。
協
定
書
は

毎
年
、
年
度
末
に
維
持
管
理
簿

の
提
出
を
義
務
付
け
て
い
る
。

問
　
モ
ラ
ル
の
な
い
者
が
富
士
川

に
プ
ラ
ご
み
を
投
げ
捨
て
て
い

る
。
海
の
汚
染
は
、
河
川
上
流

に
住
む
我
々
が
責
任
を
待
た
な

問
　
本
町
全
域
で
、
サ
ル
の
被
害

に
大
変
苦
慮
を
し
て
い
る
。
昨

年
、
中
富
、
身
延
、
下
部
地
区

に
１
基
ず
つ
配
備
し
た
囲
い
罠

だ
が
、
広
大
な
本
町
に
は
も
っ

と
必
要
で
は
な
い
か
。
囲
い
罠

を
も
っ
と
導
入
す
る
計
画
は
な

い
か
。
ま
た
、
罠
の
設
置
期
間

は
捕
獲
す
る
ま
で
で
な
く
、
２

カ
月
位
を
目
安
と
し
て
移
動
し

た
ら
ど
う
か

問
　
三
沢
橋
か
ら
町
境
ま
で
の
河

床
が
か
な
り
上
が
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
て
町
の
対
応
は

建
設
課
長
　
河
川
管
理
者
で
あ
る

県
は
、
洪
水
な
ど
に
よ
る
災
害

の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
公

共
の
安
全
を
保
持
す
る
た
め
適

正
な
管
理
に
努
め
て
い
る
。
近

年
の
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ
り

河
床
の
上
昇
が
見
受
け
ら
れ
る
。

町
境
か
ら
峡
南
高
校
前
ま
で
の

間
は
、
今
ま
で
県
に
再
三
お
願

い
し
て
き
た
。
今
後
３
年
間
で

適
正
な
河
道
を
確
保
す
る
た
め
、

浚
渫
工
事
を
す
る
と
聞
い
て
い

る
。

問
　
常
葉
川
の
河
床
問
題
も
一
向

に
解
決
し
な
い
が

建
設
課
長
　
国
道
３
０
０
号
新
常

葉
川
橋
前
後
８
５
０
メ
ー
ト
ル

に
つ
い
て
は
、
県
の
河
川
改
修

区
間
と
な
っ
て
お
り
、
河
床
の

掘
削
、
護
岸
工
等
の
整
備
計
画

が
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
本

整
備
を
早
期
に
着
手
で
き
る
よ

う
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　

三
沢
川
と
常
葉
川
の
河
床
掘
削
は

県
が
今
後
３
年
間
で
浚
渫
工
事
を
す
る

問答

富
士
川
の
プ
ラ
ご
み
対
策

サ
ル
捕
獲
に
有
効
な
「
囲
い
罠
」

一般質問

うえ  だ           こう  じ

し
ゅ
ん
せ
つ

か    

し
ょ
う

三沢川の堆積状況
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問
　
指
定
以
後
で
あ
っ
て
も
、
指

定
管
理
者
の
管
理
手
法
が
適
切

な
も
の
で
あ
る
の
か
、
検
証
す

る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
。
担
当

課
は
、
管
理
者
の
施
設
の
運
営

方
法
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
検
査
）
を
し
て
い
る
か

観
光
課
長

　指
定
管
理
締
結
後
も

各
担
当
課
に
お
い
て
検
証
等
を

行
っ
て
い
る
。
「
み
の
ぶ
自
然

の
里
」
で
は
、
予
約
状
況
、
利

用
状
況
の
分
析
や
Ｐ
Ｒ
方
法
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
な
ど
定
期

的
に
行
い
、
集
客
や
利
用
者
の

増
加
を
目
指
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
下
部
農
村
文
化
公
園
の
管
理
・

運
営
に
つ
い
て
　

収
益
性
を
高
め
る
に
は
民
間
企

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
必

要
が
あ
る
。
幅
広
い
事
業
展
開

を
図
る
た
め
民
間
と
の
協
働
な

ど
、
そ
の
方
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

問
　
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
よ
り

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
地

場
産
品
を
選
択
す
べ
き
だ
が

企
画
政
策
課
長

　返
礼
品
の
種
類

は
そ
の
取
り
扱
い
を
始
め
た
27

年
度
か
ら
増
加
し
、
30
年
度
に

は
１
１
７
種
類
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
コ
ト
に
よ
る
体
験

型
の
返
礼
品
は
宿
坊
宿
泊
体
験

プ
ラ
ン
、
本
栖
湖
で
の
水
上
ス

ポ
ー
ツ
体
験
教
室
な
ど
、
20
種

類
を
町
内
事
業
者
よ
り
提
供
し

て
い
た
だ
い
た
。
返
礼
品
の
モ

ノ
か
ら
コ
ト
化※

は
、
今
後
も

さ
ら
に
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
。

　
　
町
内
事
業
者
に
体
験
型
の
返

礼
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
。

問
　
30
年
度
で
あ
け
ぼ
の
大
豆
拠

点
施
設
に
お
け
る
ハ
ー
ド
面
の

整
備
は
終
了
し
、
今
後
は
ソ
フ

ト
事
業
が
中
心
と
な
る
。
こ
の

た
め
に
は
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

今
後
、
拠
点
施
設
を
ど
の
よ
う

に
運
営
し
て
い
く
の
か
、
ま
た

運
営
組
織
体
の
あ
り
方
は

産
業
課
長

　ソ
フ
ト
事
業
と
し
て

は
消
費
拡
大
、
販
路
開
拓
、
付

加
価
値
向
上
を
図
る
た
め
加
工

品
の
商
品
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
サ

イ
ト
の
開
設
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

製
作
等
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
、
実
施
し
て
き
た
。
現
在
、

施
設
の
運
営
は
町
の
直
営
だ
が
、

問
　
あ
け
ぼ
の
大
豆
振
興
策
に
関

連
し
て
、
第
１
期
総
合
戦
略
が

終
了
す
る
た
め
、
新
た
な
生
産

販
売
体
制
を
含
む
中
長
期
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
必
要
に
な

る
が

町
長

　令
和
元
年
度
が
最
終
と
な

る
「
第
１
期
身
延
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

で
は
、
農
業
振
興
に
よ
る
新
た

な
地
域
産
業
と
雇
用
の
創
出
と

し
て
、
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
生
産

拡
大
、
六
次
産
業
化
事
業
な
ど

の
振
興
を
図
っ
て
き
た
。
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
町

民
に
深
く
認
知
さ
れ
、
町
内
全

域
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

生
産
量
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
持
つ
大
き
く

て
甘
い
特
性
は
、
消
費
者
に
広

く
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

　
　
今
後
は
生
産
基
盤
の
強
化
、

担
い
手
の
育
成
に
よ
り
、
生
産

量
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
広
め
て
い
く
た
め
、
第

２
期
総
合
戦
略
の
計
画
に
位
置

付
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業

を
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
新
た
な
生
産
販
売
体
制
は

さ
ら
に
広
め
る
た
め
事
業
の
拡
充
が
必
要

問答

ふ
る
さ
と
納
税

指
定
管
理
の
運
用

一般質問

あけぼの大豆ジャンボシュウマイ

い  とう           たつ  み

一般質問一般質問
ここが聞きたい！ここが聞きたい！

※町ホームページの「議会情報」から動画や
　会議録などの情報が閲覧できます。

【
モ
ノ
か
ら
コ
ト
化
】
商
品

の
所
有
に
価
値
を
見
出
す
消

費
傾
向
を
「
モ
ノ
消
費
」
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し

た
こ
と
で
得
ら
れ
る
体
験
に

価
値
を
見
出
す
消
費
傾
向
を

「
コ
ト
消
費
」
と
い
う
。
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
環
境
問
題
を
国
、
県
、
各
市

町
村
と
連
携
し
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
が

環
境
上
下
水
道
課
長
　
国
は
５
月

に
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
、

非
意
図
的
な
海
洋
流
出
防
止
、

関
係
者
の
連
携
協
議
な
ど
８
項

目
の
対
策
を
挙
げ
た
。

　
　
山
梨
県
、
南
部
・
鰍
沢
警
察

署
、
峡
南
５
町
で
構
成
し
て
い

る
峡
南
地
域
廃
棄
物
対
策
連
絡

協
議
会
と
連
携
し
、
町
内
の
ゴ

ミ
減
量
化
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
、
国
、
県
と
連
携
し
、
環

境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

問
　
町
道
及
び
林
道
へ
の
粗
大
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
の
処
理
量
は

環
境
上
下
水
道
課
長
　
30
年
度
の

年
間
処
理
量
は
町
内
全
地
域
で

可
燃
ゴ
ミ
、
不
燃
ゴ
ミ
、
廃
家

電
、
タ
イ
ヤ
等
、
約
55
カ
所
で

約
８
ト
ン
を
回
収
し
た
。

産
業
課
長
　
今
後
、
囲
い
罠
を
運

用
す
る
中
で
、
町
民
の
要
望
等

を
踏
ま
え
、
設
置
期
間
や
囲
い

罠
の
追
加
購
入
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

で
行
っ
た
鳥
獣
害
防
除
柵
、
電

気
柵
を
設
置
し
た
地
区
の
管
理

状
況
を
町
は
把
握
し
て
い
る
か

建
設
課
長
　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

受
益
者
エ
リ
ア
の
全
員
の
同
意
、

管
理
者
名
簿
の
作
成
、
管
理
規

約
の
作
成
、
維
持
管
理
体
制
の

確
立
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
も
と
に
、
町
と
獣
害
防

止
施
設
設
置
に
関
す
る
協
定
書
、

管
理
委
託
契
約
を
締
結
し
、
各

地
区
で
管
理
す
る
。
協
定
書
は

毎
年
、
年
度
末
に
維
持
管
理
簿

の
提
出
を
義
務
付
け
て
い
る
。

問
　
モ
ラ
ル
の
な
い
者
が
富
士
川

に
プ
ラ
ご
み
を
投
げ
捨
て
て
い

る
。
海
の
汚
染
は
、
河
川
上
流

に
住
む
我
々
が
責
任
を
待
た
な

問
　
本
町
全
域
で
、
サ
ル
の
被
害

に
大
変
苦
慮
を
し
て
い
る
。
昨

年
、
中
富
、
身
延
、
下
部
地
区

に
１
基
ず
つ
配
備
し
た
囲
い
罠

だ
が
、
広
大
な
本
町
に
は
も
っ

と
必
要
で
は
な
い
か
。
囲
い
罠

を
も
っ
と
導
入
す
る
計
画
は
な

い
か
。
ま
た
、
罠
の
設
置
期
間

は
捕
獲
す
る
ま
で
で
な
く
、
２

カ
月
位
を
目
安
と
し
て
移
動
し

た
ら
ど
う
か

問
　
三
沢
橋
か
ら
町
境
ま
で
の
河

床
が
か
な
り
上
が
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
て
町
の
対
応
は

建
設
課
長
　
河
川
管
理
者
で
あ
る

県
は
、
洪
水
な
ど
に
よ
る
災
害

の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
公

共
の
安
全
を
保
持
す
る
た
め
適

正
な
管
理
に
努
め
て
い
る
。
近

年
の
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ
り

河
床
の
上
昇
が
見
受
け
ら
れ
る
。

町
境
か
ら
峡
南
高
校
前
ま
で
の

間
は
、
今
ま
で
県
に
再
三
お
願

い
し
て
き
た
。
今
後
３
年
間
で

適
正
な
河
道
を
確
保
す
る
た
め
、

浚
渫
工
事
を
す
る
と
聞
い
て
い

る
。

問
　
常
葉
川
の
河
床
問
題
も
一
向

に
解
決
し
な
い
が

建
設
課
長
　
国
道
３
０
０
号
新
常

葉
川
橋
前
後
８
５
０
メ
ー
ト
ル

に
つ
い
て
は
、
県
の
河
川
改
修

区
間
と
な
っ
て
お
り
、
河
床
の

掘
削
、
護
岸
工
等
の
整
備
計
画

が
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
本

整
備
を
早
期
に
着
手
で
き
る
よ

う
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　

三
沢
川
と
常
葉
川
の
河
床
掘
削
は

県
が
今
後
３
年
間
で
浚
渫
工
事
を
す
る

問答

富
士
川
の
プ
ラ
ご
み
対
策

サ
ル
捕
獲
に
有
効
な
「
囲
い
罠
」

一般質問

うえ  だ           こう  じ

し
ゅ
ん
せ
つ

か    

し
ょ
う

三沢川の堆積状況
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問
　
指
定
以
後
で
あ
っ
て
も
、
指

定
管
理
者
の
管
理
手
法
が
適
切

な
も
の
で
あ
る
の
か
、
検
証
す

る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
。
担
当

課
は
、
管
理
者
の
施
設
の
運
営

方
法
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
検
査
）
を
し
て
い
る
か

観
光
課
長

　指
定
管
理
締
結
後
も

各
担
当
課
に
お
い
て
検
証
等
を

行
っ
て
い
る
。
「
み
の
ぶ
自
然

の
里
」
で
は
、
予
約
状
況
、
利

用
状
況
の
分
析
や
Ｐ
Ｒ
方
法
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
な
ど
定
期

的
に
行
い
、
集
客
や
利
用
者
の

増
加
を
目
指
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
下
部
農
村
文
化
公
園
の
管
理
・

運
営
に
つ
い
て
　

収
益
性
を
高
め
る
に
は
民
間
企

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
必

要
が
あ
る
。
幅
広
い
事
業
展
開

を
図
る
た
め
民
間
と
の
協
働
な

ど
、
そ
の
方
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

問
　
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
よ
り

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
地

場
産
品
を
選
択
す
べ
き
だ
が

企
画
政
策
課
長

　返
礼
品
の
種
類

は
そ
の
取
り
扱
い
を
始
め
た
27

年
度
か
ら
増
加
し
、
30
年
度
に

は
１
１
７
種
類
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
コ
ト
に
よ
る
体
験

型
の
返
礼
品
は
宿
坊
宿
泊
体
験

プ
ラ
ン
、
本
栖
湖
で
の
水
上
ス

ポ
ー
ツ
体
験
教
室
な
ど
、
20
種

類
を
町
内
事
業
者
よ
り
提
供
し

て
い
た
だ
い
た
。
返
礼
品
の
モ

ノ
か
ら
コ
ト
化※

は
、
今
後
も

さ
ら
に
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
。

　
　
町
内
事
業
者
に
体
験
型
の
返

礼
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
。

問
　
30
年
度
で
あ
け
ぼ
の
大
豆
拠

点
施
設
に
お
け
る
ハ
ー
ド
面
の

整
備
は
終
了
し
、
今
後
は
ソ
フ

ト
事
業
が
中
心
と
な
る
。
こ
の

た
め
に
は
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

今
後
、
拠
点
施
設
を
ど
の
よ
う

に
運
営
し
て
い
く
の
か
、
ま
た

運
営
組
織
体
の
あ
り
方
は

産
業
課
長

　ソ
フ
ト
事
業
と
し
て

は
消
費
拡
大
、
販
路
開
拓
、
付

加
価
値
向
上
を
図
る
た
め
加
工

品
の
商
品
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
サ

イ
ト
の
開
設
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

製
作
等
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
、
実
施
し
て
き
た
。
現
在
、

施
設
の
運
営
は
町
の
直
営
だ
が
、

問
　
あ
け
ぼ
の
大
豆
振
興
策
に
関

連
し
て
、
第
１
期
総
合
戦
略
が

終
了
す
る
た
め
、
新
た
な
生
産

販
売
体
制
を
含
む
中
長
期
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
必
要
に
な

る
が

町
長

　令
和
元
年
度
が
最
終
と
な

る
「
第
１
期
身
延
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

で
は
、
農
業
振
興
に
よ
る
新
た

な
地
域
産
業
と
雇
用
の
創
出
と

し
て
、
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
生
産

拡
大
、
六
次
産
業
化
事
業
な
ど

の
振
興
を
図
っ
て
き
た
。
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
町

民
に
深
く
認
知
さ
れ
、
町
内
全

域
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

生
産
量
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
持
つ
大
き
く

て
甘
い
特
性
は
、
消
費
者
に
広

く
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

　
　
今
後
は
生
産
基
盤
の
強
化
、

担
い
手
の
育
成
に
よ
り
、
生
産

量
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
広
め
て
い
く
た
め
、
第

２
期
総
合
戦
略
の
計
画
に
位
置

付
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業

を
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
新
た
な
生
産
販
売
体
制
は

さ
ら
に
広
め
る
た
め
事
業
の
拡
充
が
必
要

問答

ふ
る
さ
と
納
税

指
定
管
理
の
運
用

一般質問

あけぼの大豆ジャンボシュウマイ

い  とう           たつ  み

一般質問一般質問
ここが聞きたい！ここが聞きたい！

※町ホームページの「議会情報」から動画や
　会議録などの情報が閲覧できます。

【
モ
ノ
か
ら
コ
ト
化
】
商
品

の
所
有
に
価
値
を
見
出
す
消

費
傾
向
を
「
モ
ノ
消
費
」
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し

た
こ
と
で
得
ら
れ
る
体
験
に

価
値
を
見
出
す
消
費
傾
向
を

「
コ
ト
消
費
」
と
い
う
。
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福
祉
保
健
課
長

　利
用
者
の
声
を

広
く
聞
く
体
制
を
整
え
る
中
で

検
討
し
て
い
く
。

問

　色
々
な
災
害
が
想
定
さ
れ
る

中
、
い
ざ
と
い
う
時
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
ど
う
行
動
す
れ
ば

い
い
の
か
解
ら
な
い
と
の
声
が

あ
る
が
町
の
対
応
は

交
通
防
災
課
長

　南
海
ト
ラ
フ
地

震
、
台
風
等
の
風
水
害
、
富
士

山
噴
火
な
ど
を
懸
念
。
自
主
防

災
組
織
の
役
員
や
消
防
団
役
員

な
ど
に
多
く
の
防
災
知
識
を
習

得
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問

　地
区
ご
と
の
課
題
が
あ
る
の

で
地
区
防
災
計
画
が
必
要
だ
と

思
う
が
進
捗
状
況
は

交
通
防
災
課
長

　研
修
会
や
防
災

訓
練
説
明
会
時
に
も
各
自
主
防

災
組
織
に
作
成
の
お
願
い
を
し

て
い
る
。
準
備
・
調
整
を
し
て

い
る
所
も
い
く
つ
か
あ
る
。

問

　中
富
地
区
の
生
徒
を
降
ろ
し

た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
、
鰍
沢
の

車
庫
に
帰
ら
ず
、
仕
事
を
終
え

て
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
帰
っ

た
日
が
数
日
あ
っ
た
が
町
は
承

知
し
て
い
る
か

学
校
教
育
課
長

　早
め
の
下
校
便

は
中
学
校
や
身
延
営
業
所
に
戻

る
こ
と
も
あ
る
。

　
　ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
業
務

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
あ
る

場
合
で
あ
る
。

問

　車
い
す
を
乗
せ
る
車
の
貸
し

出
し
の
利
用
状
況
は

福
祉
保
健
課
長

　29
年
度
に
28
件

30
年
度
に
20
件
利
用
さ
れ
て
い

る
。

問

　ひ
と
り
に
し
て
お
け
な
い
介

護
者
が
い
る
の
で
利
用
し
づ
ら

く
、
結
局
車
い
す
が
乗
せ
ら
れ

る
車
を
買
う
こ
と
に
な
っ
た
と

聞
い
た
。
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
要
望
を
聞
き
利
用
し
や
す

い
制
度
に
す
る
必
要
が
あ
る
が

問

　下
部
地
区
で
小
学
校
の
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
運
転
手
が
毎
日
替

わ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
保
護

者
に
何
も
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た

が
ど
う
考
え
る
か

学
校
教
育
課
長

　町
と
し
て
は
、

安
全
性
を
最
優
先
で
、
同
じ
人

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
求

め
て
い
な
い
。

問

　ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全
性
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
子
ど
も
た
ち

の
状
況
の
把
握
も
重
要
な
仕
事

だ
。
毎
日
運
転
手
が
代
わ
る
状

況
を
ど
う
考
え
る
か

教
育
長

　確
実
な
運
行
、
教
育
的

な
面
も
含
め
た
運
行
を
し
て
い

る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
欲
し

い
。

問

　小
学
校
に
入
っ
た
ば
か
り
の

子
の
保
護
者
は
特
に
心
配
。
そ

う
い
う
思
い
に
寄
り
添
う
の
が

教
育
委
員
会
の
仕
事
だ

教
育
長

　保
護
者
の
心
配
の
一
つ

か
も
知
れ
な
い
が
私
た
ち
は
心

配
し
な
い
よ
う
最
大
限
配
慮
し

て
い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
手
が
毎
日
替
わ
っ
た
が

　

毎
日
同
じ
運
転
手
で
と
い
う
契
約
で
は
な
い

問答

利
用
し
や
す
い
福
祉
の
制
度
に

防
災
、
減
災
対
策

一般質問

わたなべ　　ふみ   こ

防災訓練の様子（切石区）
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達
成
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
す
の
か
、
職
員
自
ら
が
知
恵

と
工
夫
に
よ
る
計
画
づ
く
り
を

目
指
す
と
と
も
に
、
行
政
シ
ス

テ
ム
の
効
率
化
を
図
る
。

の
皆
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
念
頭
に
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

問

　町
民
満
足
度
の
向
上
や
コ
ス

ト
削
減
の
た
め
、
業
務
プ
ロ
セ

ス
や
執
行
方
法
で
特
に
取
り
組

む
施
策
は
何
か
を
問
い
、
さ
ら

に
町
民
一
人
ひ
と
り
の
「
ま
ち

づ
く
り
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

行
政
は
町
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

行
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

    

　効
率
的
、
利
便
性
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
追
求

の
考
え
は

総
務
課
長

　住
民
の
視
点
に
立
ち
、

行
政
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
住

民
ニ
ー
ズ
を
選
択
し
、
そ
の
選

択
し
た
ニ
ー
ズ
を
組
織
的
に
取

り
組
む
施
策
は
何
か
を
問
い
、

事
務
事
業
事
前
評
価
を
行
っ
て

い
る
。

　
　常
に
目
的
と
手
段
の
関
係
を

十
分
に
認
識
し
、
職
員
が
日
常

的
に
行
っ
て
い
る
業
務
が
目
標

問

　地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
町

民
満
足
を
高
め
る
た
め
に
取
り

組
む
施
策
は
何
か
を
問
う
こ
と

で
あ
り
、
求
め
る
結
果
は

　●
町
民
ニ
ー
ズ
は
反
映
さ
れ
た

か　●
事
務
事
業
の
業
績
は
向
上
し

た
か

　●
町
民
満
足
は
向
上
し
た
か

　を
問
う
こ
と
に
な
る
が
、
「
町

民
が
い
か
に
住
み
よ
い
・
住
み

や
す
い
か
」
を
す
べ
て
の
価
値

基
準
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
追

及
の
考
え
は

総
務
課
長

　住
民
サ
ー
ビ
ス
の
レ

ベ
ル
を
図
り
、
よ
り
多
く
の
住

民
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

住
民
の
視
点
に
立
ち
、
政
策
立

案
・
形
成
能
力
を
発
揮
し
、
問

題
解
決
に
対
す
る
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
、
目
標
管
理
型

人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
て
い

る
。

　
　住
民
の
皆
さ
ま
方
が
何
を
求

め
て
い
る
の
か
な
ど
、
常
に
住

民
視
点
に
立
っ
て
、
よ
り
多
く

問

　小
さ
な
行
政
、
少
な
い
コ
ス

ト
で
い
か
に
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
の
か
の
追
求
の
考

え
は

総
務
課
長

　目
的
達
成
の
た
め
に

は
、
職
員
の
創
意
工
夫
と
行

動
・
意
識
改
革
が
必
要
と
な
る

た
め
、
そ
の
取
り
組
み
と
し
て

身
延
町
行
政
改
革
実
行
プ
ラ
ン

を
用
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　職
員
は
課
題
を
見
つ
け
、
自

ら
積
極
的
に
課
題
に
取
り
組
み
、

業
務
の
改
善
に
つ
な
げ
る
と
と

も
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
に
と

っ
て
、
よ
り
一
層
の
満
足
度
の

高
い
住
み
や
す
い
町
に
す
る
た

め
、
す
べ
て
の
職
場
で
「
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
、
育
っ
て
よ
か

っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
身
延

町
」
の
実
現
を
目
指
し
、
事
務

事
業
改
善
の
推
進
に
努
め
る
。

　

町
の
魅
力
を
高
め
る
情
報
発
信
の
推
進
は

町
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
町
民
満
足
の
向
上
を
目
指
す

問答

町
民
視
点

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点

一般質問

の  じま         としひろ

◇
町
民
の
視
点
と
は
、

   

「
住
民
が
い
か
に
住
み
や
す

い
か
」
を
す
べ
て
の
価
値
基

準
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
う

◇
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点
と
は
、

  

効
率
的
で
、
利
便
性
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
セ
ス
を

追
及
す
る

◇
人
材
と
変
革
の
視
点
と
は
、

   

町
民
サ
ー
ビ
ス
に
価
値
観
を

置
い
た
人
材
の
育
成
な
ど

◇
財
務
の
視
点
と
は
、

  

小
さ
な
行
政
府
、
少
な
い
コ

ス
ト
で
い
か
に
い
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
か
追
及
す

る
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の
か
、
職
員
自
ら
が
知
恵

と
工
夫
に
よ
る
計
画
づ
く
り
を

目
指
す
と
と
も
に
、
行
政
シ
ス

テ
ム
の
効
率
化
を
図
る
。

の
皆
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
念
頭
に
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

問

　町
民
満
足
度
の
向
上
や
コ
ス

ト
削
減
の
た
め
、
業
務
プ
ロ
セ

ス
や
執
行
方
法
で
特
に
取
り
組

む
施
策
は
何
か
を
問
い
、
さ
ら

に
町
民
一
人
ひ
と
り
の
「
ま
ち

づ
く
り
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

行
政
は
町
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

行
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

    

　効
率
的
、
利
便
性
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
追
求

の
考
え
は

総
務
課
長

　住
民
の
視
点
に
立
ち
、

行
政
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
住

民
ニ
ー
ズ
を
選
択
し
、
そ
の
選

択
し
た
ニ
ー
ズ
を
組
織
的
に
取

り
組
む
施
策
は
何
か
を
問
い
、

事
務
事
業
事
前
評
価
を
行
っ
て

い
る
。

　
　常
に
目
的
と
手
段
の
関
係
を

十
分
に
認
識
し
、
職
員
が
日
常

的
に
行
っ
て
い
る
業
務
が
目
標

問

　地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
町

民
満
足
を
高
め
る
た
め
に
取
り

組
む
施
策
は
何
か
を
問
う
こ
と

で
あ
り
、
求
め
る
結
果
は

　●
町
民
ニ
ー
ズ
は
反
映
さ
れ
た

か　●
事
務
事
業
の
業
績
は
向
上
し

た
か

　●
町
民
満
足
は
向
上
し
た
か

　を
問
う
こ
と
に
な
る
が
、
「
町

民
が
い
か
に
住
み
よ
い
・
住
み

や
す
い
か
」
を
す
べ
て
の
価
値

基
準
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
追

及
の
考
え
は

総
務
課
長

　住
民
サ
ー
ビ
ス
の
レ

ベ
ル
を
図
り
、
よ
り
多
く
の
住

民
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

住
民
の
視
点
に
立
ち
、
政
策
立

案
・
形
成
能
力
を
発
揮
し
、
問

題
解
決
に
対
す
る
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
、
目
標
管
理
型

人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
て
い

る
。

　
　住
民
の
皆
さ
ま
方
が
何
を
求

め
て
い
る
の
か
な
ど
、
常
に
住

民
視
点
に
立
っ
て
、
よ
り
多
く

問

　小
さ
な
行
政
、
少
な
い
コ
ス

ト
で
い
か
に
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
の
か
の
追
求
の
考

え
は

総
務
課
長

　目
的
達
成
の
た
め
に

は
、
職
員
の
創
意
工
夫
と
行

動
・
意
識
改
革
が
必
要
と
な
る

た
め
、
そ
の
取
り
組
み
と
し
て

身
延
町
行
政
改
革
実
行
プ
ラ
ン

を
用
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　職
員
は
課
題
を
見
つ
け
、
自

ら
積
極
的
に
課
題
に
取
り
組
み
、

業
務
の
改
善
に
つ
な
げ
る
と
と

も
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
に
と

っ
て
、
よ
り
一
層
の
満
足
度
の

高
い
住
み
や
す
い
町
に
す
る
た

め
、
す
べ
て
の
職
場
で
「
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
、
育
っ
て
よ
か

っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
身
延

町
」
の
実
現
を
目
指
し
、
事
務

事
業
改
善
の
推
進
に
努
め
る
。

　

町
の
魅
力
を
高
め
る
情
報
発
信
の
推
進
は

町
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
町
民
満
足
の
向
上
を
目
指
す

問答

町
民
視
点

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点

一般質問

の  じま         としひろ

◇
町
民
の
視
点
と
は
、

   

「
住
民
が
い
か
に
住
み
や
す

い
か
」
を
す
べ
て
の
価
値
基

準
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
う

◇
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点
と
は
、

  

効
率
的
で
、
利
便
性
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
セ
ス
を

追
及
す
る

◇
人
材
と
変
革
の
視
点
と
は
、

   

町
民
サ
ー
ビ
ス
に
価
値
観
を

置
い
た
人
材
の
育
成
な
ど

◇
財
務
の
視
点
と
は
、

  

小
さ
な
行
政
府
、
少
な
い
コ

ス
ト
で
い
か
に
い
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
か
追
及
す

る
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こ
ろ
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
受
け
入

れ
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
回
答

を
得
て
い
る
。

　
　ま
た
、
町
で
は
間
伐
材
の
活

用
を
図
る
た
め
港
区
の
「
み
な

と
森
と
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
」
へ
の
入
会
を
進
め
て
お
り
、

木
材
の
供
給
を
図
っ
て
い
く
。

問

　木
材
合
板
メ
ー
カ
ー
の
キ
ー

テ
ッ
ク
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
受

け
入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
町
民

が
い
る
が

産
業
課
長

　会
社
に
確
認
し
た
と

問

　国
は
、
森
林
全
体
を
伐
採
し
、

木
材
の
大
量
生
産
を
目
指
し
て

い
る
が
、
水
資
源
や
土
砂
災
害

防
止
な
ど
の
機
能
を
失
う
、
す

ぐ
に
植
林
を
行
っ
て
も
何
十
年

も
回
復
し
な
い
。
町
は
こ
の
政

策
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
か
。

ま
た
、
町
に
林
業
専
門
の
職
員

を
配
置
す
る
こ
と
は

産
業
課
長

　国
・
県
か
ら
は
説
明

が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
県
か
ら

助
言
や
情
報
提
供
を
受
け
な
が

ら
林
業
体
制
支
援
を
図
る
。
知

識
や
経
験
を
有
す
る
者
を
配
置

し
、
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
の
活
用
も
考
え
て
い
く
。

問

　里
山
林
の
整
備
は
、
鳥
獣
害

の
防
除
に
も
役
立
つ
重
要
な
施

策
で
あ
る
と
思
う
が

産
業
課
長

　県
で
は
24
年
度
よ
り

森
林
環
境
税
を
利
用
し
て
荒
廃

し
た
里
山
林
再
生
の
事
業
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
は
町
で
も
森

林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
事
業
実

施
も
検
討
す
る
。

問

　森
林
環
境
譲
与
税
は
人
口
割

で
横
浜
市
や
大
阪
市
な
ど
の
大

都
市
に
多
く
配
分
さ
れ
て
い
る
。

本
町
の
よ
う
な
森
林
地
帯
の
市

町
村
に
多
く
配
分
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が

町
長

　法
律
で
定
め
る
国
の
政
策

だ
が
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
間

伐
や
人
材
育
成
、
担
い
手
の
確

保
、
木
材
利
用
促
進
等
、
本
来

の
事
業
に
見
合
っ
た
配
分
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。

問

　森
林
管
理
法
は
、
町
が
森
林

を
集
積
し
、
間
伐
・
造
林
・
育

林
を
行
い
林
業
の
成
長
産
業
化

と
適
正
管
理
を
行
う
と
し
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
業
務
が
可

能
か

産
業
課
長

　ま
ず
、
対
象
森
林
の

実
施
事
業
の
履
歴
等
を
反
映
さ

せ
た
林
地
台
帳
を
作
成
し
、
町

全
体
の
経
営
計
画
を
作
成
す
る
。

林
業
経
営
者
と
連
携
し
て
計
画

を
進
め
る
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
配
分
は
不
公
平
で
は

事
業
に
見
合
っ
た
配
分
が
望
ま
し
い

問答

町
内
産
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の

受
け
入
れ
は

一般質問

あし ざわ　　たけ ひろ

整備後の里山（一色地区）
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赤池　　朗 議員

問
　
県
内
で
急
発
進
防
止
装
置
に

対
す
る
補
助
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
は
あ
る
か

交
通
防
災
課
長

　本
日
の
新
聞
報

道
で
も
あ
っ
た
と
お
り
、
10
月

か
ら
北
杜
市
で
助
成
を
行
う
こ

と
が
発
表
さ
れ
た
。

問
　
急
発
進
防
止
装
置
の
取
り
付

け
に
対
す
る
助
成
の
実
施
を

交
通
防
災
課
長

　他
の
自
治
体
の

今
後
の
動
向
や
関
係
部
署
と
協

議
し
、
研
究
・
検
討
を
し
て
い

く
。

問
　
本
町
の
70
歳
以
上
の
人
口
と

自
動
車
免
許
保
有
者
数
は

交
通
防
災
課
長

　30
年
末
、
４
２

５
３
人
で
、
保
有
者
は
１
９
４

９
人
。

問
　
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
町

民
の
数
は

交
通
防
災
課
長

　30
年
末
、
35
人
。

問
　
県
内
で
返
納
者
に
対
す
る
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
る
市
町
村

と
そ
の
内
容
は

交
通
防
災
課
長

　12
の
市
と
１
町

１
村
で
行
っ
て
い
る
。
内
容
は
、

一
定
額
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
式
公
共

交
通
機
関
共
通
利
用
カ
ー
ド
や

回
数
券
の
配
布
、
ま
た
は
利
用

料
金
の
割
引
等
。

問
　
返
納
者
に
対
す
る
支
援
事
業

を
実
施
す
る
予
定
は
あ
る
か

交
通
防
災
課
長

　関
係
各
課
機
関

等
と
協
議
す
る
中
で
、
実
施
に

向
け
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
。

問
　
町
内
に
住
む
住
民
に
対
し
て

も
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

を
す
る
時
に
何
ら
か
の
助
成
を

企
画
政
策
課
長

　第
２
期
総
合
戦

略
に
お
い
て
は
、
町
内
在
住
者

の
定
住
促
進
を
視
野
に
入
れ
た

住
宅
取
得
・
改
修
等
へ
の
助
成

制
度
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

問
　
町
内
企
業
に
勤
務
す
る
従
業

員
の
た
め
の
助
成
措
置
等
を
検

討
す
る
か

企
画
政
策
課
長

　町
内
３
カ
所
に

中
堅
所
得
者
向
け
の
公
営
住
宅

と
し
て
、
「
県
営
み
な
し
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
」
が
13
戸
あ
り
、

要
件
を
充
た
す
場
合
は
、
こ
ち

ら
へ
の
入
居
も
可
能
。
し
か
し

な
が
ら
現
行
の
「
空
き
家
・
土

地
バ
ン
ク
」
制
度
は
個
人
を
対

象
と
し
て
お
り
、
企
業
の
利
用

は
想
定
し
て
い
な
い
の
で
、
今

後
、
町
内
の
企
業
に
勤
務
す
る

方
の
住
居
と
し
て
提
供
す
る
こ

と
が
可
能
か
を
企
業
の
声
を
聞

く
中
で
そ
の
需
要
等
を
勘
案
し
、

検
討
し
て
い
く
。

問
　
転
入
者
が
家
を
建
て
た
場
合

の
補
助
な
ど
の
助
成
制
度
の
内

容
は

企
画
政
策
課
長

　町
の
分
譲
地
を

購
入
し
、
住
宅
を
新
築
す
る
場

合
は
１
０
０
万
円
の
祝
い
金
を

交
付
、
転
入
す
る
世
帯
員
に
18

歳
未
満
の
子
供
が
い
る
場
合
は

一
人
当
た
り
20
万
円
、
５
人
を

限
度
と
し
て
加
算
。
分
譲
地
以

外
に
住
宅
を
新
築
す
る
場
合
は

50
万
円
、
子
ど
も
加
算
は
分
譲

地
の
場
合
と
同
様
。
空
き
家
バ

ン
ク
を
利
用
し
て
住
宅
を
購
入

し
た
場
合
は
20
万
円
の
祝
い
金
、

子
ど
も
加
算
は
同
様
。
空
き
家

バ
ン
ク
を
通
じ
て
中
古
住
宅
を

賃
貸
す
る
場
合
は
引
っ
越
し
祝

い
金
と
し
て
10
万
円
を
交
付
す

る
。

問
　
近
隣
の
町
で
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
か

企
画
政
策
課
長

　土
地
の
取
得
、

空
き
家
の
改
修
、
現
住
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
町
も
あ
る
。

　

町
民
の
住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成
を

第
２
期
総
合
戦
略
に
お
い
て
検
討

問答

一般質問

あかいけ               あきら

身分証明書にもなる　運転経歴証明書

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
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こ
ろ
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
受
け
入

れ
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
回
答

を
得
て
い
る
。

　
　ま
た
、
町
で
は
間
伐
材
の
活

用
を
図
る
た
め
港
区
の
「
み
な

と
森
と
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
」
へ
の
入
会
を
進
め
て
お
り
、

木
材
の
供
給
を
図
っ
て
い
く
。

問

　木
材
合
板
メ
ー
カ
ー
の
キ
ー

テ
ッ
ク
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
受

け
入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
町
民

が
い
る
が

産
業
課
長

　会
社
に
確
認
し
た
と

問

　国
は
、
森
林
全
体
を
伐
採
し
、

木
材
の
大
量
生
産
を
目
指
し
て

い
る
が
、
水
資
源
や
土
砂
災
害

防
止
な
ど
の
機
能
を
失
う
、
す

ぐ
に
植
林
を
行
っ
て
も
何
十
年

も
回
復
し
な
い
。
町
は
こ
の
政

策
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
か
。

ま
た
、
町
に
林
業
専
門
の
職
員

を
配
置
す
る
こ
と
は

産
業
課
長

　国
・
県
か
ら
は
説
明

が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
県
か
ら

助
言
や
情
報
提
供
を
受
け
な
が

ら
林
業
体
制
支
援
を
図
る
。
知

識
や
経
験
を
有
す
る
者
を
配
置

し
、
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
の
活
用
も
考
え
て
い
く
。

問

　里
山
林
の
整
備
は
、
鳥
獣
害

の
防
除
に
も
役
立
つ
重
要
な
施

策
で
あ
る
と
思
う
が

産
業
課
長

　県
で
は
24
年
度
よ
り

森
林
環
境
税
を
利
用
し
て
荒
廃

し
た
里
山
林
再
生
の
事
業
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
は
町
で
も
森

林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
事
業
実

施
も
検
討
す
る
。

問

　森
林
環
境
譲
与
税
は
人
口
割

で
横
浜
市
や
大
阪
市
な
ど
の
大

都
市
に
多
く
配
分
さ
れ
て
い
る
。

本
町
の
よ
う
な
森
林
地
帯
の
市

町
村
に
多
く
配
分
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が

町
長

　法
律
で
定
め
る
国
の
政
策

だ
が
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
間

伐
や
人
材
育
成
、
担
い
手
の
確

保
、
木
材
利
用
促
進
等
、
本
来

の
事
業
に
見
合
っ
た
配
分
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。

問

　森
林
管
理
法
は
、
町
が
森
林

を
集
積
し
、
間
伐
・
造
林
・
育

林
を
行
い
林
業
の
成
長
産
業
化

と
適
正
管
理
を
行
う
と
し
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
業
務
が
可

能
か

産
業
課
長

　ま
ず
、
対
象
森
林
の

実
施
事
業
の
履
歴
等
を
反
映
さ

せ
た
林
地
台
帳
を
作
成
し
、
町

全
体
の
経
営
計
画
を
作
成
す
る
。

林
業
経
営
者
と
連
携
し
て
計
画

を
進
め
る
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
配
分
は
不
公
平
で
は

事
業
に
見
合
っ
た
配
分
が
望
ま
し
い

問答

町
内
産
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の

受
け
入
れ
は

一般質問

あし ざわ　　たけ ひろ

整備後の里山（一色地区）
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赤池　　朗 議員

問
　
県
内
で
急
発
進
防
止
装
置
に

対
す
る
補
助
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
は
あ
る
か

交
通
防
災
課
長

　本
日
の
新
聞
報

道
で
も
あ
っ
た
と
お
り
、
10
月

か
ら
北
杜
市
で
助
成
を
行
う
こ

と
が
発
表
さ
れ
た
。

問
　
急
発
進
防
止
装
置
の
取
り
付

け
に
対
す
る
助
成
の
実
施
を

交
通
防
災
課
長

　他
の
自
治
体
の

今
後
の
動
向
や
関
係
部
署
と
協

議
し
、
研
究
・
検
討
を
し
て
い

く
。

問
　
本
町
の
70
歳
以
上
の
人
口
と

自
動
車
免
許
保
有
者
数
は

交
通
防
災
課
長

　30
年
末
、
４
２

５
３
人
で
、
保
有
者
は
１
９
４

９
人
。

問
　
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
町

民
の
数
は

交
通
防
災
課
長

　30
年
末
、
35
人
。

問
　
県
内
で
返
納
者
に
対
す
る
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
る
市
町
村

と
そ
の
内
容
は

交
通
防
災
課
長

　12
の
市
と
１
町

１
村
で
行
っ
て
い
る
。
内
容
は
、

一
定
額
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
式
公
共

交
通
機
関
共
通
利
用
カ
ー
ド
や

回
数
券
の
配
布
、
ま
た
は
利
用

料
金
の
割
引
等
。

問
　
返
納
者
に
対
す
る
支
援
事
業

を
実
施
す
る
予
定
は
あ
る
か

交
通
防
災
課
長

　関
係
各
課
機
関

等
と
協
議
す
る
中
で
、
実
施
に

向
け
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
。

問
　
町
内
に
住
む
住
民
に
対
し
て

も
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

を
す
る
時
に
何
ら
か
の
助
成
を

企
画
政
策
課
長

　第
２
期
総
合
戦

略
に
お
い
て
は
、
町
内
在
住
者

の
定
住
促
進
を
視
野
に
入
れ
た

住
宅
取
得
・
改
修
等
へ
の
助
成

制
度
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

問
　
町
内
企
業
に
勤
務
す
る
従
業

員
の
た
め
の
助
成
措
置
等
を
検

討
す
る
か

企
画
政
策
課
長

　町
内
３
カ
所
に

中
堅
所
得
者
向
け
の
公
営
住
宅

と
し
て
、
「
県
営
み
な
し
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
」
が
13
戸
あ
り
、

要
件
を
充
た
す
場
合
は
、
こ
ち

ら
へ
の
入
居
も
可
能
。
し
か
し

な
が
ら
現
行
の
「
空
き
家
・
土

地
バ
ン
ク
」
制
度
は
個
人
を
対

象
と
し
て
お
り
、
企
業
の
利
用

は
想
定
し
て
い
な
い
の
で
、
今

後
、
町
内
の
企
業
に
勤
務
す
る

方
の
住
居
と
し
て
提
供
す
る
こ

と
が
可
能
か
を
企
業
の
声
を
聞

く
中
で
そ
の
需
要
等
を
勘
案
し
、

検
討
し
て
い
く
。

問
　
転
入
者
が
家
を
建
て
た
場
合

の
補
助
な
ど
の
助
成
制
度
の
内

容
は

企
画
政
策
課
長

　町
の
分
譲
地
を

購
入
し
、
住
宅
を
新
築
す
る
場

合
は
１
０
０
万
円
の
祝
い
金
を

交
付
、
転
入
す
る
世
帯
員
に
18

歳
未
満
の
子
供
が
い
る
場
合
は

一
人
当
た
り
20
万
円
、
５
人
を

限
度
と
し
て
加
算
。
分
譲
地
以

外
に
住
宅
を
新
築
す
る
場
合
は

50
万
円
、
子
ど
も
加
算
は
分
譲

地
の
場
合
と
同
様
。
空
き
家
バ

ン
ク
を
利
用
し
て
住
宅
を
購
入

し
た
場
合
は
20
万
円
の
祝
い
金
、

子
ど
も
加
算
は
同
様
。
空
き
家

バ
ン
ク
を
通
じ
て
中
古
住
宅
を

賃
貸
す
る
場
合
は
引
っ
越
し
祝

い
金
と
し
て
10
万
円
を
交
付
す

る
。

問
　
近
隣
の
町
で
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
か

企
画
政
策
課
長

　土
地
の
取
得
、

空
き
家
の
改
修
、
現
住
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
町
も
あ
る
。

　

町
民
の
住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成
を

第
２
期
総
合
戦
略
に
お
い
て
検
討

問答

一般質問

あかいけ               あきら

身分証明書にもなる　運転経歴証明書

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
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問
し
た
。
滞
納
理
由
は
収
入
が

少
な
く
生
活
が
困
窮
し
て
い
る

人
が
多
か
っ
た
。

　
福
祉
保
健
課
関
係

問

　身
延
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
業
務
委
託
の
内
容
は

答

　生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
の
各

事
業
を
委
託
し
て
お
り
、
総
額

で
４
０
３
５
万
円
弱
に
な
る
。

　
子
育
て
支
援
課
関
係

問

　町
内
の
各
保
育
所
の
園
児
数

は
答

　今
年
３
月
１
日
現
在
の
人
数

だ
が
、
町
立
保
育
所
は
、
原
11

人
、
静
川
23
人
、
常
葉
13
人
、

久
那
土
８
人
で
保
育
所
計
55
人
。

私
立
保
育
園
は
下
山
立
正
41
人
、

大
野
山
92
人
で
保
育
園
計
１
３

３
人
、
合
計
で
１
８
８
人
で
あ

る
。

　
環
境
上
下
水
道
課
関
係

問

　下
水
道
の
接
続
率
と
、
今
後

の
取
り
組
み
は

答

　中
富
地
区
９
３
８
戸
61
・
３

％
、
帯
金
塩
之
沢
地
区
１
６
９

戸
85
・
４
％
、
角
打
丸
滝
地
区

２
５
３
戸
77
・
６
％
、
身
延
地

区
４
０
１
戸
49
・
３
％
、
下
部

▼
認
定
第
１
号

　一
般
会
計
決
算

　
企
画
政
策
課
関
係

問

　下
部
地
区
の
雨
河
内
泉
源
の

調
査
結
果
は

答

　泉
温
20
・
９
度
で
揚
湯
量
は

１
分
間
で
60
リ
ッ
ト
ル
、
泉
温

は
温
泉
法
で
規
定
す
る
25
度
に

達
し
て
い
な
い
が
、
泉
質
に
規

定
す
る
成
分
が
２
種
類
含
ま
れ

る
た
め
、
温
泉
と
し
て
認
め
ら

れ
る
と
の
結
果
だ
っ
た
。

問

　こ
の
泉
源
を
下
部
温
泉
駅
近

く
に
計
画
す
る
健
康
増
進
施
設

に
利
用
す
る
の
か

答

　施
設
の
必
要
量
に
も
よ
る
が
、

奥
の
湯
高
温
源
泉
と
と
も
に
温

泉
と
し
て
活
用
で
き
る
と
考
え

る
。

問

　町
の
歌
の
活
用
方
法
は

答

　９
月
14
日
の
合
併
15
周
年
記

念
式
典
で
披
露
す
る
。
Ｃ
Ｄ
を

制
作
し
、
全
戸
配
布
し
て
町
内

で
の
認
知
度
を
深
め
て
い
く
。

　
税
務
課
関
係

問

　５
月
に
町
税
滞
納
者
に
対
し
、

幹
部
職
員
を
中
心
に
一
斉
催
告

を
実
施
し
た
と
い
う
が
、
訪
問

件
数
は
、
ま
た
、
滞
納
理
由
は

答

　職
員
72
人
で
１
３
６
人
を
訪

地
区
63
戸
44
・
１
％
で
あ
る
。

　
　
接
続
が
進
ま
な
い
の
は
、
宅

内
配
管
に
相
応
の
個
人
負
担
が

か
か
る
な
ど
が
理
由
で
あ
る
。

　
　
早
期
接
続
に
向
け
て
の
お
願

い
の
通
知
を
地
域
を
絞
っ
て
発

送
し
て
い
る
。

　
観
光
課
関
係

問

　各
観
光
協
会
等
と
連
携
し
、

全
体
と
し
て
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
は
実
施
し
て
い
る
の
か

答

　や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
、

ま
た
富
士
川
地
域
・
身
延
線
沿

線
観
光
振
興
協
議
会
等
と
連
携

し
、
東
京
方
面
、
静
岡
・
中
部

方
面
等
へ
各
観
光
関
係
事
業
者

と
一
緒
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。

　
下
部
支
所
関
係

問

　下
部
支
所
入
口
駐
車
場
舗
装

工
事
を
し
た
が
、
利
用
状
況
は

答

　ゆ
る
キ
ャ
ン
△
の
イ
ベ
ン
ト

時
に
臨
時
駐
車
場
と
し
て
、
ま
た

地
域
の
方
々
が
利
用
し
て
い
る
。

　
学
校
教
育
課
関
係

問

　Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
は
何
人
か

答

　30
年
度
は
、
小
学
校
３
校
に

２
人
、
中
学
校
に
２
人
の
計
４

人
。

　
　
本
年
度
は
小
学
校
に
は
１
校

１
人
で
３
人
、
中
学
校
に
２
人

の
計
５
人
。

　
生
涯
学
習
課
関
係

問

　微
笑
館
の
今
後
の
運
営
方
針

は
。
ま
た
、
多
く
の
人
へ
の
公

開
目
的
に
資
料
の
移
設
は

答

　全
国
の
木
喰
上
人
フ
ァ
ン
に

と
っ
て
生
誕
地
丸
畑
は
聖
地
で

あ
り
、
微
笑
館
の
実
物
資
料
が

生
誕
地
に
お
い
て
保
存
継
承
を

条
件
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
の
で
、

移
設
す
る
場
合
は
十
分
な
協
議

が
必
要
と
な
る
。

　
交
通
防
災
課
関
係

問

　デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
町
内
ほ

と
ん
ど
の
地
域
が
網
羅
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
奥
の
地
域
な

ど
行
け
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
対

応
は

答

　利
用
者
と
直
接
話
し
を
し
て
、

で
き
る
範
囲
で
改
善
し
て
い
る

が
、
車
輛
の
関
係
で
入
っ
て
行

け
ず
、
限
界
も
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
願
い
た
い
。

問

　身
延
地
区
で
は
定
時
運
行
方

式
を
採
用
し
て
い
る
が
、
下

部
・
中
富
地
区
で
も
検
討
し
な

い
の
か

答

　身
延
地
区
は
道
路
沿
い
に
集

落
が
あ
る
の
で
、
定
時
運
行
が

可
能
だ
が
、
他
地
区
だ
と
巡
回

が
難
し
く
効
率
が
悪
く
な
る
。

　特
別
会
計
決
算

　・
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

　
福
祉
保
健
課
関
係

問

　い
き
い
き
百
歳
体
操
に
関
し

て
、
内
容
を
工
夫
す
る
な
ど
し

て
、
よ
り
一
層
参
加
者
の
意
欲

を
高
め
る
努
力
を
し
て
ほ
し
い

答

　運
動
指
導
士
、
歯
科
衛
生
士

等
を
派
遣
し
、
総
合
的
な
健
康

教
室
の
場
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
る
。
今
後
も
意
欲
向
上
を

目
指
す
事
業
を
考
え
て
い
く
。

▼
議
案
第
67
号

　元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
建
設
課
関
係

問

　区
長
要
望
の
道
路
整
備
工
事

箇
所
30
カ
所
と
は
ど
こ
か
、
ま

た
、
そ
の
選
定
は

答

　身
延
地
区
は
丸
滝
外
９
カ
所
、

下
部
地
区
は
清
沢
外
９
カ
所
、

中
富
地
区
は
日
向
南
沢
外
９
カ

所
の
計
30
カ
所
。
選
定
は
、
５

月
に
提
出
さ
れ
た
区
要
望
書
の

内
、
町
が
対
応
す
べ
き
要
望
の

中
か
ら
緊
急
性
、
施
工
性
を
考

慮
し
て
決
定
し
た
。
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◎
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
事
業

●
身
延
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
甲
南
ス
ポ
ー
ツ
広
場
テ
ニ
ス

　
コ
ー
ト

●
身
延
小
学
校

校
舎
東
側
　
　
　
　
１
台

校
舎
南
側
　
　
　
　
２
台

校
舎
北
側
　
　
　
　
３
台

特
別
教
室
棟
南
側
　
２
台

　
　
　
　
　
合
計
　
８
台
設
置

【
現
地
調
査
】
９
月
５
日
（
木
）

◎
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事

　
　
　
　
予
定
箇
所

●
身
延
清
稜
小
学
校

校
舎
東
側
　
１
台

校
舎
南
側
　
１
台

校
舎
西
側
　
２
台

校
舎
北
側
　
２
台

　
　
合
計
　
６
台
設
置

予算決算常任委員会 委員長　河　井　　　淳

●
身
延
中
学
校

校
舎
南
側
　
　
　
３
台

校
舎
南
側
玄
関
　
１
台

校
舎
北
側
　
　
　
２
台

　
　
　
　
合
計
　
６
台
設
置

常任委員会レポート

整備前 整備後整備前 身延町民テニスコート身延町民テニスコート 整備後
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問
し
た
。
滞
納
理
由
は
収
入
が

少
な
く
生
活
が
困
窮
し
て
い
る

人
が
多
か
っ
た
。

　
福
祉
保
健
課
関
係

問

　身
延
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
業
務
委
託
の
内
容
は

答

　生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
の
各

事
業
を
委
託
し
て
お
り
、
総
額

で
４
０
３
５
万
円
弱
に
な
る
。

　
子
育
て
支
援
課
関
係

問

　町
内
の
各
保
育
所
の
園
児
数

は
答

　今
年
３
月
１
日
現
在
の
人
数

だ
が
、
町
立
保
育
所
は
、
原
11

人
、
静
川
23
人
、
常
葉
13
人
、

久
那
土
８
人
で
保
育
所
計
55
人
。

私
立
保
育
園
は
下
山
立
正
41
人
、

大
野
山
92
人
で
保
育
園
計
１
３

３
人
、
合
計
で
１
８
８
人
で
あ

る
。

　
環
境
上
下
水
道
課
関
係

問

　下
水
道
の
接
続
率
と
、
今
後

の
取
り
組
み
は

答

　中
富
地
区
９
３
８
戸
61
・
３

％
、
帯
金
塩
之
沢
地
区
１
６
９

戸
85
・
４
％
、
角
打
丸
滝
地
区

２
５
３
戸
77
・
６
％
、
身
延
地

区
４
０
１
戸
49
・
３
％
、
下
部

▼
認
定
第
１
号

　一
般
会
計
決
算

　
企
画
政
策
課
関
係

問

　下
部
地
区
の
雨
河
内
泉
源
の

調
査
結
果
は

答

　泉
温
20
・
９
度
で
揚
湯
量
は

１
分
間
で
60
リ
ッ
ト
ル
、
泉
温

は
温
泉
法
で
規
定
す
る
25
度
に

達
し
て
い
な
い
が
、
泉
質
に
規

定
す
る
成
分
が
２
種
類
含
ま
れ

る
た
め
、
温
泉
と
し
て
認
め
ら

れ
る
と
の
結
果
だ
っ
た
。

問

　こ
の
泉
源
を
下
部
温
泉
駅
近

く
に
計
画
す
る
健
康
増
進
施
設

に
利
用
す
る
の
か

答

　施
設
の
必
要
量
に
も
よ
る
が
、

奥
の
湯
高
温
源
泉
と
と
も
に
温

泉
と
し
て
活
用
で
き
る
と
考
え

る
。

問

　町
の
歌
の
活
用
方
法
は

答

　９
月
14
日
の
合
併
15
周
年
記

念
式
典
で
披
露
す
る
。
Ｃ
Ｄ
を

制
作
し
、
全
戸
配
布
し
て
町
内

で
の
認
知
度
を
深
め
て
い
く
。

　
税
務
課
関
係

問

　５
月
に
町
税
滞
納
者
に
対
し
、

幹
部
職
員
を
中
心
に
一
斉
催
告

を
実
施
し
た
と
い
う
が
、
訪
問

件
数
は
、
ま
た
、
滞
納
理
由
は

答

　職
員
72
人
で
１
３
６
人
を
訪

地
区
63
戸
44
・
１
％
で
あ
る
。

　
　
接
続
が
進
ま
な
い
の
は
、
宅

内
配
管
に
相
応
の
個
人
負
担
が

か
か
る
な
ど
が
理
由
で
あ
る
。

　
　
早
期
接
続
に
向
け
て
の
お
願

い
の
通
知
を
地
域
を
絞
っ
て
発

送
し
て
い
る
。

　
観
光
課
関
係

問

　各
観
光
協
会
等
と
連
携
し
、

全
体
と
し
て
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
は
実
施
し
て
い
る
の
か

答

　や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
、

ま
た
富
士
川
地
域
・
身
延
線
沿

線
観
光
振
興
協
議
会
等
と
連
携

し
、
東
京
方
面
、
静
岡
・
中
部

方
面
等
へ
各
観
光
関
係
事
業
者

と
一
緒
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。

　
下
部
支
所
関
係

問

　下
部
支
所
入
口
駐
車
場
舗
装

工
事
を
し
た
が
、
利
用
状
況
は

答

　ゆ
る
キ
ャ
ン
△
の
イ
ベ
ン
ト

時
に
臨
時
駐
車
場
と
し
て
、
ま
た

地
域
の
方
々
が
利
用
し
て
い
る
。

　
学
校
教
育
課
関
係

問

　Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
は
何
人
か

答

　30
年
度
は
、
小
学
校
３
校
に

２
人
、
中
学
校
に
２
人
の
計
４

人
。

　
　
本
年
度
は
小
学
校
に
は
１
校

１
人
で
３
人
、
中
学
校
に
２
人

の
計
５
人
。

　
生
涯
学
習
課
関
係

問

　微
笑
館
の
今
後
の
運
営
方
針

は
。
ま
た
、
多
く
の
人
へ
の
公

開
目
的
に
資
料
の
移
設
は

答

　全
国
の
木
喰
上
人
フ
ァ
ン
に

と
っ
て
生
誕
地
丸
畑
は
聖
地
で

あ
り
、
微
笑
館
の
実
物
資
料
が

生
誕
地
に
お
い
て
保
存
継
承
を

条
件
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
の
で
、

移
設
す
る
場
合
は
十
分
な
協
議

が
必
要
と
な
る
。

　
交
通
防
災
課
関
係

問

　デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
町
内
ほ

と
ん
ど
の
地
域
が
網
羅
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
奥
の
地
域
な

ど
行
け
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
対

応
は

答

　利
用
者
と
直
接
話
し
を
し
て
、

で
き
る
範
囲
で
改
善
し
て
い
る

が
、
車
輛
の
関
係
で
入
っ
て
行

け
ず
、
限
界
も
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
願
い
た
い
。

問

　身
延
地
区
で
は
定
時
運
行
方

式
を
採
用
し
て
い
る
が
、
下

部
・
中
富
地
区
で
も
検
討
し
な

い
の
か

答

　身
延
地
区
は
道
路
沿
い
に
集

落
が
あ
る
の
で
、
定
時
運
行
が

可
能
だ
が
、
他
地
区
だ
と
巡
回

が
難
し
く
効
率
が
悪
く
な
る
。

　特
別
会
計
決
算

　・
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

　
福
祉
保
健
課
関
係

問

　い
き
い
き
百
歳
体
操
に
関
し

て
、
内
容
を
工
夫
す
る
な
ど
し

て
、
よ
り
一
層
参
加
者
の
意
欲

を
高
め
る
努
力
を
し
て
ほ
し
い

答

　運
動
指
導
士
、
歯
科
衛
生
士

等
を
派
遣
し
、
総
合
的
な
健
康

教
室
の
場
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
る
。
今
後
も
意
欲
向
上
を

目
指
す
事
業
を
考
え
て
い
く
。

▼
議
案
第
67
号

　元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
建
設
課
関
係

問

　区
長
要
望
の
道
路
整
備
工
事

箇
所
30
カ
所
と
は
ど
こ
か
、
ま

た
、
そ
の
選
定
は

答

　身
延
地
区
は
丸
滝
外
９
カ
所
、

下
部
地
区
は
清
沢
外
９
カ
所
、

中
富
地
区
は
日
向
南
沢
外
９
カ

所
の
計
30
カ
所
。
選
定
は
、
５

月
に
提
出
さ
れ
た
区
要
望
書
の

内
、
町
が
対
応
す
べ
き
要
望
の

中
か
ら
緊
急
性
、
施
工
性
を
考

慮
し
て
決
定
し
た
。
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◎
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
事
業

●
身
延
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
甲
南
ス
ポ
ー
ツ
広
場
テ
ニ
ス

　
コ
ー
ト

●
身
延
小
学
校

校
舎
東
側
　
　
　
　
１
台

校
舎
南
側
　
　
　
　
２
台

校
舎
北
側
　
　
　
　
３
台

特
別
教
室
棟
南
側
　
２
台

　
　
　
　
　
合
計
　
８
台
設
置

【
現
地
調
査
】
９
月
５
日
（
木
）

◎
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事

　
　
　
　
予
定
箇
所

●
身
延
清
稜
小
学
校

校
舎
東
側
　
１
台

校
舎
南
側
　
１
台

校
舎
西
側
　
２
台

校
舎
北
側
　
２
台

　
　
合
計
　
６
台
設
置

予算決算常任委員会 委員長　河　井　　　淳

●
身
延
中
学
校

校
舎
南
側
　
　
　
３
台

校
舎
南
側
玄
関
　
１
台

校
舎
北
側
　
　
　
２
台

　
　
　
　
合
計
　
６
台
設
置

常任委員会レポート

整備前 整備後整備前 身延町民テニスコート身延町民テニスコート 整備後



13　みのぶ議会だより No.60

　
身
延
支
所
関
係

問

　町
営
温
泉
施
設
（
門
野
の

湯
）
は
県
外
の
お
客
さ
ん
が
増

加
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
こ
の

要
因
は

答

　３
月
の
中
部
横
断
自
動
車
道

の
一
部
開
通
に
よ
る
効
果
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
隣
町
の
温

泉
施
設
が
３
月
か
ら
休
業
し
て

い
る
こ
と
も
一
因
に
挙
げ
ら
れ

る
。
８
月
に
実
施
し
た
町
外
者

向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

町
外
利
用
者
の
６
割
近
く
が
静

岡
県
か
ら
の
お
客
さ
ん
と
な
っ

て
い
る
。

　
観
光
課
関
係

問

　観
光
大
使
募
集
や
任
命
方
法

と
人
数
は

答

　身
延
町
観
光
大
使
設
置
要
綱

に
よ
り
、
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
各

課
か
ら
推
薦
を
受
け
、
そ
の
中

か
ら
経
歴
等
を
勘
案
し
、
11
名

と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
１
体
の
12
名

を
決
定
し
た
。

　
　
11
月
開
催
の
「
み
の
ぶ
ま
つ

り
」
で
委
嘱
す
る
と
と
も
に
、

町
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

紹
介
す
る
。

▼
議
案
第
66
号

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部

　
子
育
て
支
援
課
関
係

問

　山
梨
県
の
研
修
会
で
、
支
援

員
の
資
格
を
取
得
し
た
人
は
い

る
か

答

　本
町
の
支
援
員
は
山
梨
県
の

研
修
会
に
参
加
し
、
資
格
を
取

得
し
て
い
る
。

▼
議
案
第
67
号

　一
般
会
計
補
正
予
算

　
総
務
課
関
係

問

　働
き
方
改
革
は
、
休
日
の
取

得
や
時
間
外
勤
務
の
抑
制
を
目

的
に
し
て
い
る
と
思
う
が
、
労

働
時
間
の
減
少
に
よ
る
業
務
へ

の
影
響
等
、
組
織
と
し
て
の
対

応
策
は

答

　時
間
外
の
上
限
を
月
45
時
間
、

年
３
６
０
時
間
内
に
す
る
こ
と

が
大
き
な
取
り
組
み
と
な
る
。

　
財
政
課
関
係

問

　旧
豊
岡
小
学
校
プ
ー
ル
解
体

後
の
跡
地
計
画
は

答

　借
地
の
た
め
、
跡
地
計
画
は

な
い
。

問

　観
光
大
使
の
今
後
の
活
動
内

容
は

答

　大
使
に
は
名
刺
等
を
渡
し
、

普
段
の
活
動
を
通
じ
て
配
付
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
本
町
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
た
だ
く
。

　
施
設
整
備
課
関
係

問

　防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
の
発

注
業
者
の
予
定
は

答

　町
内
の
業
者
を
予
定
し
、
一

括
の
発
注
を
考
え
て
い
る
。

▼
議
案
第
68
号

　令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別
会

　計
補
正
予
算

　
福
祉
保
健
課
関
係

問

　特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
費
の
内
容
は

答

　施
設
入
所
者
の
う
ち
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
な
ど
低
所
得
者

に
対
し
、
食
費
、
居
住
費
等
限

度
額
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て

介
護
保
険
で
支
出
す
る
も
の
で

あ
る
。

●11月９日（土）午後７時30分 
　下部地区公民館　古関分館
 
●11月16日（土）午後７時30分 
　身延町総合文化会館
 
●11月30日（土）午後７時30分 
　中富地区公民館　大須成分館
 
※詳しくは、回覧等でお知らせします。 

お待ちして
います 町民と議員との

懇談会
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教育厚生常任委員会 委員長　野　島　俊　博

引
き
続
き
任
用
が
あ
っ
た
場
合

は
退
職
手
当
の
支
給
が
生
じ
る
。

　施
設
整
備
課
関
係

問

　フ
ル
タ
イ
ム
職
員
の
給
料
表

等
採
用
基
準
は

答

　今
後
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基

づ
き
現
在
の
臨
時
職
員
も
し
く

は
非
常
勤
職
員
の
方
に
対
し
て

制
度
の
説
明
会
を
行
う
。

問

　非
正
規
職
員
が
５
年
以
上
在

籍
す
れ
ば
正
規
職
員
と
し
て
雇

用
に
な
る
の
か

答

　５
年
以
上
在
籍
に
よ
る
雇
用

制
度
は
民
間
で
は
有
る
が
、
公

務
員
で
は
適
用
さ
れ
な
い
。
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
単
年

度
の
雇
用
制
度
で
、
更
新
す
る

際
は
そ
の
都
度
公
募
し
、
選
考

す
る
こ
と
に
な
る
。

問

　職
務
の
内
容
は

答

　事
務
職
、
保
育
士
、
栄
養
士
、

町
単
教
諭
、
調
理
員
な
ど
。
行

政
職
、
医
療
職
、
福
祉
職
、
教

育
職
の
給
料
表
が
適
用
さ
れ
、

個
々
の
経
歴
も
含
め
た
給
料
の

格
付
け
が
行
わ
れ
る
。

問

　同
一
労
働
同
一
賃
金
の
も
と
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
な

▼
議
案
第
61
号

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
総
務
課
関
係

問

　現
在
の
町
職
員
の
正
規
職
員

と
非
正
規
職
員
の
内
訳
は

答

　正
規
職
員
は
２
０
２
人
で
、

非
正
規
職
員
は
、
町
長
部
局
と

教
育
委
員
会
部
局
を
合
せ
て
約

１
６
０
人
。

　産
業
課
関
係

問

　現
在
の
非
正
規
職
員
が
会
計

年
度
任
用
職
員
に
当
た
る
と
解

釈
し
て
よ
い
か

答

　そ
の
と
お
り
。

問

　現
在
の
再
任
用
職
員
は
９
人

と
の
こ
と
だ
が
、
新
た
な
制
度

の
非
正
規
職
員
の
中
に
９
人
も

含
ま
れ
る
の
か

答

　再
任
用
職
員
は
別
の
制
度
で

年
金
給
付
と
連
動
し
て
お
り
、

年
金
給
付
が
行
わ
れ
る
年
度
ま

で
の
救
済
措
置
で
あ
り
、
人
数

的
な
枠
は
な
い
。

　子
育
て
支
援
課
関
係

問

　待
遇
は
改
善
さ
れ
る
と
考
え

て
よ
い
か

答

　改
善
さ
れ
る
点
は
期
末
手
当

の
保
証
が
あ
り
、
フ
ル
タ
イ
ム

職
員
で
あ
れ
ば
１
年
を
超
え
て

総務産業建設常任委員会 委員長　上　田　孝　二

る
と
、
会
計
年
度
任
用
の
保
育

士
は
正
規
職
員
と
ど
こ
が
違
う

の
か

答

　会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

職
を
募
集
す
る
の
は
、
正
規
職

に
対
す
る
補
助
的
業
務
と
し
て

区
分
さ
れ
て
い
る
の
で
、
正
規

職
員
が
行
う
仕
事
を
そ
の
ま
ま

同
じ
よ
う
に
し
て
も
ら
う
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

▼
議
案
第
62
号

職
員
給
与
条
例
及
び
消
防
団
員
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
交
通
防
災
課
関
係

問

　消
防
団
員
の
懲
戒
免
職
の
ケ

ー
ス
は

答

　懲
戒
に
よ
る
免
職
は
第
７
条

に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
消
防
に

関
す
る
法
令
及
び
条
例
ま
た
は

規
則
に
違
反
し
た
と
き
。
職
務

上
の
義
務
違
反
な
ど
の
ケ
ー
ス

が
あ
る
。

▼
議
案
第
63
号

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　
町
民
課
関
係

問

　旧
氏
を
住
民
票
に
併
記
し
た

場
合
、
印
鑑
登
録
で
き
る
印
鑑

は
両
方
か

答

　旧
氏
も
し
く
は
現
在
の
氏
、

の
ど
ち
ら
か
片
方
。

問

　今
回
の
改
正
は
女
性
の
社
会

進
出
を
応
援
す
る
た
め
の
改
正

か
答

　そ
の
と
お
り
。

▼
議
案
第
65
号

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び
特
定

教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
額
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
子
育
て
支
援
課
関
係

問

　こ
の
制
度
に
改
正
さ
れ
た
場

合
、
町
の
負
担
は
ど
れ
ぐ
ら
い

減
額
さ
れ
る
か

答

　保
育
料
の
み
で
、
現
在
の
状

況
に
よ
り
試
算
す
る
と
、
年
間

で
お
お
む
ね
１
５
０
０
万
円
程

度
が
見
込
ま
れ
る
。
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身
延
支
所
関
係

問

　町
営
温
泉
施
設
（
門
野
の

湯
）
は
県
外
の
お
客
さ
ん
が
増

加
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
こ
の

要
因
は

答

　３
月
の
中
部
横
断
自
動
車
道

の
一
部
開
通
に
よ
る
効
果
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
隣
町
の
温

泉
施
設
が
３
月
か
ら
休
業
し
て

い
る
こ
と
も
一
因
に
挙
げ
ら
れ

る
。
８
月
に
実
施
し
た
町
外
者

向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

町
外
利
用
者
の
６
割
近
く
が
静

岡
県
か
ら
の
お
客
さ
ん
と
な
っ

て
い
る
。

　
観
光
課
関
係

問

　観
光
大
使
募
集
や
任
命
方
法

と
人
数
は

答

　身
延
町
観
光
大
使
設
置
要
綱

に
よ
り
、
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
各

課
か
ら
推
薦
を
受
け
、
そ
の
中

か
ら
経
歴
等
を
勘
案
し
、
11
名

と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
１
体
の
12
名

を
決
定
し
た
。

　
　
11
月
開
催
の
「
み
の
ぶ
ま
つ

り
」
で
委
嘱
す
る
と
と
も
に
、

町
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

紹
介
す
る
。

▼
議
案
第
66
号

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部

　
子
育
て
支
援
課
関
係

問

　山
梨
県
の
研
修
会
で
、
支
援

員
の
資
格
を
取
得
し
た
人
は
い

る
か

答

　本
町
の
支
援
員
は
山
梨
県
の

研
修
会
に
参
加
し
、
資
格
を
取

得
し
て
い
る
。

▼
議
案
第
67
号

　一
般
会
計
補
正
予
算

　
総
務
課
関
係

問

　働
き
方
改
革
は
、
休
日
の
取

得
や
時
間
外
勤
務
の
抑
制
を
目

的
に
し
て
い
る
と
思
う
が
、
労

働
時
間
の
減
少
に
よ
る
業
務
へ

の
影
響
等
、
組
織
と
し
て
の
対

応
策
は

答

　時
間
外
の
上
限
を
月
45
時
間
、

年
３
６
０
時
間
内
に
す
る
こ
と

が
大
き
な
取
り
組
み
と
な
る
。

　
財
政
課
関
係

問

　旧
豊
岡
小
学
校
プ
ー
ル
解
体

後
の
跡
地
計
画
は

答

　借
地
の
た
め
、
跡
地
計
画
は

な
い
。

問

　観
光
大
使
の
今
後
の
活
動
内

容
は

答

　大
使
に
は
名
刺
等
を
渡
し
、

普
段
の
活
動
を
通
じ
て
配
付
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
本
町
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
た
だ
く
。

　
施
設
整
備
課
関
係

問

　防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
の
発

注
業
者
の
予
定
は

答

　町
内
の
業
者
を
予
定
し
、
一

括
の
発
注
を
考
え
て
い
る
。

▼
議
案
第
68
号

　令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別
会

　計
補
正
予
算

　
福
祉
保
健
課
関
係

問

　特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
費
の
内
容
は

答

　施
設
入
所
者
の
う
ち
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
な
ど
低
所
得
者

に
対
し
、
食
費
、
居
住
費
等
限

度
額
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て

介
護
保
険
で
支
出
す
る
も
の
で

あ
る
。

●11月９日（土）午後７時30分 
　下部地区公民館　古関分館
 
●11月16日（土）午後７時30分 
　身延町総合文化会館
 
●11月30日（土）午後７時30分 
　中富地区公民館　大須成分館
 
※詳しくは、回覧等でお知らせします。 

お待ちして
います 町民と議員との

懇談会
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教育厚生常任委員会 委員長　野　島　俊　博

引
き
続
き
任
用
が
あ
っ
た
場
合

は
退
職
手
当
の
支
給
が
生
じ
る
。

　施
設
整
備
課
関
係

問

　フ
ル
タ
イ
ム
職
員
の
給
料
表

等
採
用
基
準
は

答

　今
後
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基

づ
き
現
在
の
臨
時
職
員
も
し
く

は
非
常
勤
職
員
の
方
に
対
し
て

制
度
の
説
明
会
を
行
う
。

問

　非
正
規
職
員
が
５
年
以
上
在

籍
す
れ
ば
正
規
職
員
と
し
て
雇

用
に
な
る
の
か

答

　５
年
以
上
在
籍
に
よ
る
雇
用

制
度
は
民
間
で
は
有
る
が
、
公

務
員
で
は
適
用
さ
れ
な
い
。
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
単
年

度
の
雇
用
制
度
で
、
更
新
す
る

際
は
そ
の
都
度
公
募
し
、
選
考

す
る
こ
と
に
な
る
。

問

　職
務
の
内
容
は

答

　事
務
職
、
保
育
士
、
栄
養
士
、

町
単
教
諭
、
調
理
員
な
ど
。
行

政
職
、
医
療
職
、
福
祉
職
、
教

育
職
の
給
料
表
が
適
用
さ
れ
、

個
々
の
経
歴
も
含
め
た
給
料
の

格
付
け
が
行
わ
れ
る
。

問

　同
一
労
働
同
一
賃
金
の
も
と
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
な

▼
議
案
第
61
号

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
総
務
課
関
係

問

　現
在
の
町
職
員
の
正
規
職
員

と
非
正
規
職
員
の
内
訳
は

答

　正
規
職
員
は
２
０
２
人
で
、

非
正
規
職
員
は
、
町
長
部
局
と

教
育
委
員
会
部
局
を
合
せ
て
約

１
６
０
人
。

　産
業
課
関
係

問

　現
在
の
非
正
規
職
員
が
会
計

年
度
任
用
職
員
に
当
た
る
と
解

釈
し
て
よ
い
か

答

　そ
の
と
お
り
。

問

　現
在
の
再
任
用
職
員
は
９
人

と
の
こ
と
だ
が
、
新
た
な
制
度

の
非
正
規
職
員
の
中
に
９
人
も

含
ま
れ
る
の
か

答

　再
任
用
職
員
は
別
の
制
度
で

年
金
給
付
と
連
動
し
て
お
り
、

年
金
給
付
が
行
わ
れ
る
年
度
ま

で
の
救
済
措
置
で
あ
り
、
人
数

的
な
枠
は
な
い
。

　子
育
て
支
援
課
関
係

問

　待
遇
は
改
善
さ
れ
る
と
考
え

て
よ
い
か

答

　改
善
さ
れ
る
点
は
期
末
手
当

の
保
証
が
あ
り
、
フ
ル
タ
イ
ム

職
員
で
あ
れ
ば
１
年
を
超
え
て

総務産業建設常任委員会 委員長　上　田　孝　二

る
と
、
会
計
年
度
任
用
の
保
育

士
は
正
規
職
員
と
ど
こ
が
違
う

の
か

答

　会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

職
を
募
集
す
る
の
は
、
正
規
職

に
対
す
る
補
助
的
業
務
と
し
て

区
分
さ
れ
て
い
る
の
で
、
正
規

職
員
が
行
う
仕
事
を
そ
の
ま
ま

同
じ
よ
う
に
し
て
も
ら
う
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

▼
議
案
第
62
号

職
員
給
与
条
例
及
び
消
防
団
員
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
交
通
防
災
課
関
係

問

　消
防
団
員
の
懲
戒
免
職
の
ケ

ー
ス
は

答

　懲
戒
に
よ
る
免
職
は
第
７
条

に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
消
防
に

関
す
る
法
令
及
び
条
例
ま
た
は

規
則
に
違
反
し
た
と
き
。
職
務

上
の
義
務
違
反
な
ど
の
ケ
ー
ス

が
あ
る
。

▼
議
案
第
63
号

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　
町
民
課
関
係

問

　旧
氏
を
住
民
票
に
併
記
し
た

場
合
、
印
鑑
登
録
で
き
る
印
鑑

は
両
方
か

答

　旧
氏
も
し
く
は
現
在
の
氏
、

の
ど
ち
ら
か
片
方
。

問

　今
回
の
改
正
は
女
性
の
社
会

進
出
を
応
援
す
る
た
め
の
改
正

か
答

　そ
の
と
お
り
。

▼
議
案
第
65
号

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び
特
定

教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
額
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
子
育
て
支
援
課
関
係

問

　こ
の
制
度
に
改
正
さ
れ
た
場

合
、
町
の
負
担
は
ど
れ
ぐ
ら
い

減
額
さ
れ
る
か

答

　保
育
料
の
み
で
、
現
在
の
状

況
に
よ
り
試
算
す
る
と
、
年
間

で
お
お
む
ね
１
５
０
０
万
円
程

度
が
見
込
ま
れ
る
。
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追跡追跡 一 般 質 問あの

どうなった

あの

どうなった
議員の質問への当局の対応、
回答後の現在はどうなっている

問

答

現
在
現
在

現
在
現
在

現在県内で給食費無料化を実施している所は早川町と丹波山村の２町村だが他に
あるか （54号平成30年３月議会）赤池　朗議員

本町の小中学校の給食費保護者負担は、30年度当初予算において予算化され、30
年４月から無料化された。また、保育園についても令和元年10月１日から副食費
も含め無料化になった。

市川三郷町が30年度から小学校までの給食費を無料化とする報道があった 

問

答

保育所と小中学校に防犯カメラは設置してあるか
 （56号平成30年９月議会）上田孝二議員

９月定例会で身延清稜小６台、身延小８台、身延中６台を設置する補正予算が可
決。令和元年度中に設置予定。※参考P10　保育所については検討中。

町立４保育所には現在設置してないが、設置に向けて検討していく
学校については、下山小に設置してあるが、他の小中学校は今後整備する

身延町議会基本条例をつくりました
令和元年10月１日施行

身延町議会の憲法のような決まりごとです。この条例により、開かれた議会、町民の皆さま
に親しんでいただける議会、気軽に話しかけてもらえる議会を目指します。
議員間討議を行い、町政の監視、評価、政策立案、提言を行います。

※詳しくは、後日改めてお知らせします。
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30
年
度
に
介
護
保
険
料
の
値

上
げ
を
し
た
。
年
金
か
ら
天
引

き
で
き
な
い
普
通
徴
収
の
保
険

料
の
不
納
欠
損
や
収
入
未
済
も

あ
る
。
保
険
料
を
無
理
し
て
支

払
っ
て
も
利
用
料
が
払
え
な
く

て
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
。
施
設
は
何
年
も

待
た
な
け
れ
ば
入
所
で
き
な
い

と
い
う
状
況
。

　
利
用
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
取

り
上
げ
る
改
革
や
機
械
的
な
利

用
制
限
の
仕
組
み
を
や
め
、
利

用
料
・
保
険
料
の
負
担
を
軽
減

し
て
介
護
保
険
を
必
要
な
介
護

が
保
障
さ
れ
る
制
度
へ
変
え
て

い
く
べ
き
で
あ
る
の
で
反
対
。

賛
成

　広
島
議
員

　
一
般
会
計
決
算
の
通
学
支
援

事
業
費
の
支
出
に
つ
い
て
は
、

安
全
・
安
心
を
最
重
視
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
町
民
等
の

声
を
最
大
限
努
力
し
た
結
果
の

支
出
で
あ
る
の
で
賛
成
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

な
ら
び
に
介
護
保
険
特
別
会
計

に
つ
い
て
は
、
県
、
国
の
制
度

に
基
づ
い
て
身
延
町
な
り
に
工

夫
し
て
の
会
計
決
算
で
あ
る
の

で
賛
成
。

　反
対

　渡
辺
議
員

　
児
童
生
徒
の
送
り
迎
え
だ
け

の
通
学
対
策
事
業
費
に
１
億
３

８
０
０
万
円
。
こ
の
額
を
減
ら

そ
う
と
過
疎
対
策
事
業
債
を
使

い
１
億
１
２
７
０
万
円
の
起
債

を
し
た
。
そ
の
努
力
は
認
め
る

が
、
通
学
だ
け
に
こ
れ
だ
け
の

経
費
が
か
か
る
こ
と
は
事
実
な

の
で
反
対
。

 

30
年
度
決
算
で
も
不
納
欠
損

や
収
入
未
済
も
あ
り
、
９
人
の

高
齢
者
が
短
期
保
険
証
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
後
期
高
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　　　　　　　る条例について
・議案第63号　身延町印鑑条例の一部を改正する条例について
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・議案第65号　身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び身延町特
　　　　　　　定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例の一部を改正する条例に
　　　　　　　ついて
・議案第66号　身延町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例に
　　　　　　　ついて
・議案第67号　令和元年度身延町一般会計補正予算（第３号）
・議案第68号　令和元年度身延町介護保険特別会計補正予算（第２号）
・議案第69号　令和元年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
・同意第12号　身延町教育委員会委員の任命について（下田原　若林裕子氏）
・同意第13号　身延町固定資産評価審査委員会委員の選任について（久成　秋山和子氏）
・同意第14号　身延町固定資産評価審査委員会委員の選任について（三沢　高野恒德氏）
・同意第15号　身延町固定資産評価審査委員会委員の選任について（横根中　千頭和勝彦氏）
・同意第16号　身延町公平委員会委員の選任について（釜額　赤池一博氏）
・請願第 3号　教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書
・発委第 1号　身延町議会基本条例の制定について
○追加案件
・議案第70号　身延町総合文化会館音響設備等デジタル化工事請負契約について
・発議第 2号　教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書案
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計
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長
は
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加
し
な
い
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追跡追跡 一 般 質 問あの

どうなった

あの

どうなった
議員の質問への当局の対応、
回答後の現在はどうなっている

問

答

現
在
現
在

現
在
現
在

現在県内で給食費無料化を実施している所は早川町と丹波山村の２町村だが他に
あるか （54号平成30年３月議会）赤池　朗議員

本町の小中学校の給食費保護者負担は、30年度当初予算において予算化され、30
年４月から無料化された。また、保育園についても令和元年10月１日から副食費
も含め無料化になった。

市川三郷町が30年度から小学校までの給食費を無料化とする報道があった 

問

答

保育所と小中学校に防犯カメラは設置してあるか
 （56号平成30年９月議会）上田孝二議員

９月定例会で身延清稜小６台、身延小８台、身延中６台を設置する補正予算が可
決。令和元年度中に設置予定。※参考P10　保育所については検討中。

町立４保育所には現在設置してないが、設置に向けて検討していく
学校については、下山小に設置してあるが、他の小中学校は今後整備する

身延町議会基本条例をつくりました
令和元年10月１日施行

身延町議会の憲法のような決まりごとです。この条例により、開かれた議会、町民の皆さま
に親しんでいただける議会、気軽に話しかけてもらえる議会を目指します。
議員間討議を行い、町政の監視、評価、政策立案、提言を行います。

※詳しくは、後日改めてお知らせします。
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30
年
度
に
介
護
保
険
料
の
値

上
げ
を
し
た
。
年
金
か
ら
天
引

き
で
き
な
い
普
通
徴
収
の
保
険

料
の
不
納
欠
損
や
収
入
未
済
も

あ
る
。
保
険
料
を
無
理
し
て
支

払
っ
て
も
利
用
料
が
払
え
な
く

て
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
。
施
設
は
何
年
も

待
た
な
け
れ
ば
入
所
で
き
な
い

と
い
う
状
況
。

　
利
用
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
取

り
上
げ
る
改
革
や
機
械
的
な
利

用
制
限
の
仕
組
み
を
や
め
、
利

用
料
・
保
険
料
の
負
担
を
軽
減

し
て
介
護
保
険
を
必
要
な
介
護

が
保
障
さ
れ
る
制
度
へ
変
え
て

い
く
べ
き
で
あ
る
の
で
反
対
。

賛
成

　広
島
議
員

　
一
般
会
計
決
算
の
通
学
支
援

事
業
費
の
支
出
に
つ
い
て
は
、

安
全
・
安
心
を
最
重
視
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
町
民
等
の

声
を
最
大
限
努
力
し
た
結
果
の

支
出
で
あ
る
の
で
賛
成
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

な
ら
び
に
介
護
保
険
特
別
会
計

に
つ
い
て
は
、
県
、
国
の
制
度

に
基
づ
い
て
身
延
町
な
り
に
工

夫
し
て
の
会
計
決
算
で
あ
る
の

で
賛
成
。

　反
対

　渡
辺
議
員

　
児
童
生
徒
の
送
り
迎
え
だ
け

の
通
学
対
策
事
業
費
に
１
億
３

８
０
０
万
円
。
こ
の
額
を
減
ら

そ
う
と
過
疎
対
策
事
業
債
を
使

い
１
億
１
２
７
０
万
円
の
起
債

を
し
た
。
そ
の
努
力
は
認
め
る

が
、
通
学
だ
け
に
こ
れ
だ
け
の

経
費
が
か
か
る
こ
と
は
事
実
な

の
で
反
対
。
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●
工
業
団
地
周
辺
の
道
路
が
狭
い
。

大
型
車
の
切
り
返
し
な
ど
に
苦

労
す
る
。
道
路
の
拡
張
は
で
き

な
い
の
か
。

●
電
力
に
苦
労
し
て
い
る
。
配
電

に
関
連
し
て
特
別
高
圧
を
通
し

て
も
ら
え
な
い
か
。
通
常
の
電

源
で
は
停
電
に
な
る
ご
と
に
復

旧
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
。

●
工
場
で
使
用
す
る
水
に
つ
い
て
、

町
の
上
水
道
と
は
別
に
工
業
用

水
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

●
町
内
か
ら
若
手
の
従
業
員
を
雇

用
し
た
い
。
労
働
力
確
保
の
た

め
、
町
と
し
て
も
積
極
的
に
企

業
情
報
や
就
職
情
報
を
提
供
し

て
も
ら
い
た
い
。
道
路
、
電
気
、

水
な
ど
の
産
業
イ
ン
フ
ラ
と
と

も
に
労
働
力
の
確
保
は
工
場
の

拡
張
に
と
っ
て
は
必
要
不
可
欠

な
要
素
で
あ
る
。
団
地
企
業
の

発
展
は
雇
用
の
増
加
や
他
の
産

業
へ
の
経
済
的
な
波
及
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。
町
の
税
収
増
に

も
な
る
か
と
思
う
。

●
現
在
、
町
に
工
業
団
地
の
担
当

部
署
が
な
い
。
町
の
執
行
部
と

開
催
日
　
７
月
10
日

会

　場
　
下
山
分
館

出
席
者
　
工
業
会
会
員
10
人
　
議

　
　
　
員
14
人
　
事
務
局
１
人

意

　見

●
外
国
人
従
業
員
も
多
い
。
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
来
て
い
る
人
た
ち
は

町
外
に
居
住
す
る
者
が
多
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
て
い
る
実

習
生
は
町
内
の
ア
パ
ー
ト
で
共

同
生
活
。
い
ず
れ
も
、
言
葉
や

習
慣
の
違
い
な
ど
地
域
と
の
共

生
に
問
題
点
も
あ
る
が
、
地
域

の
人
た
ち
と
な
じ
む
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
が
、
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
。
町
民
と
外
国
人
と
が

意
思
疎
通
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ

ば
、
町
内
へ
住
む
人
も
増
え
る

か
と
思
う
。

　●
残
土
の
集
積
地
（
ス
ー
パ
ー
堤

防
）
が
整
備
さ
れ
て
更
地
に
な

る
と
も
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

場
合
そ
の
土
地
の
利
用
計
画
は
。

情
報
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
ほ
し

い
。

地
と
し
て
広
め
て
い
き
た
い
。

●
防
獣
柵
等
の
設
置
費
補
助
金
を

南
部
町
で
は
中
山
間
で
整
備
し

た
と
こ
ろ
で
も
出
し
て
い
る
が
、

本
町
で
は
中
山
間
で
整
備
し
た

地
域
で
あ
る
と
個
人
へ
の
補
助

金
は
出
な
い
。
行
政
と
し
て
ど

れ
だ
け
地
域
の
農
業
を
守
る
か
、

中
山
間
整
備
を
行
っ
た
地
域
で

あ
っ
て
も
補
助
金
の
復
活
と
対

策
を
講
じ
る
よ
う
行
政
に
訴
え

て
い
き
た
い
。

開
催
日
　
７
月
18
日

会

　場
　
本
庁
舎
２
階
会
議
室

出
席
者
　
振
興
協
議
会
会
員
９
人

　
　
　
議
員
12
人
　
職
員
５
人

意

　見

●
昨
年
、
収
穫
体
験
で
鳥
獣
害

（
鹿
・
鳩
）
の
被
害
で
二
日
間

の
予
定
が
収
穫
祭
は
２
時
間
ほ

ど
で
終
了
し
て
し
ま
っ
た
。

●
農
水
省
よ
り
Ｇ
Ⅰ
（
地
理
的
表

示
）
を
取
得
で
き
れ
ば
、
曙
地

区
の
種
子
を
保
護
で
き
る
。
あ

け
ぼ
の
大
豆
の
種
で
、
身
延
町

内
で
栽
培
し
た
あ
け
ぼ
の
大
豆

で
な
け
れ
ば
、
あ
け
ぼ
の
大
豆

ブ
ラ
ン
ド
Ｇ
Ⅰ
マ
ー
ク
シ
ー
ル

を
貼
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、

現
実
的
に
町
外
で
作
っ
た
物
と

差
別
化
が
図
れ
る
。

●
あ
け
ぼ
の
大
豆
を
町
外
に
出
し

て
し
ま
う
と
多
分
こ
ち
ら
側
が

無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
私
た
ち

は
今
ま
で
作
っ
て
き
た
の
も
こ

れ
か
ら
も
身
延
の
あ
け
ぼ
の
大

豆
と
し
て
作
り
続
け
た
い
。
先

人
が
守
り
育
て
て
く
れ
た
あ
け

ぼ
の
大
豆
を
身
延
町
が
発
祥
の

あ
け
ぼ
の
大
豆
振
興
協
議
会

と
議
員
と
の
懇
談
会

身
延
工
業
団
地
工
業
会
と

議
員
と
の
懇
談
会

の
定
期
的
な
意
見
交
換
の
場
も

な
い
。
町
の
担
当
部
署
、
窓
口

を
決
め
て
も
ら
い
た
い
。
問
題

等
あ
れ
ば
そ
の
部
署
に
行
き
相

談
し
た
い
。
ま
た
、
問
題
に
よ

っ
て
は
山
梨
県
と
相
談
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
か

と
思
う
。
そ
の
場
合
、
県
担
当

者
へ
の
橋
渡
し
役
を
お
願
い
し

た
い
。
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れ
る
？
」
に
向
け
て

思
い
切
っ
た
改
革
に
取
組
ま
れ
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
（
読
み
手
の
視

覚
）
に
重
点
を
置
い
た
紙
面
構

成
が
行
わ
れ
て
い
た
。
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取
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。
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６
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検
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。
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●
工
業
団
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周
辺
の
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路
が
狭
い
。

大
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な
ど
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の
か
。
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と
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。
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て
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で
き
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よ
う
お
願

い
し
た
い
。
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か
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業
員
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雇

用
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た

め
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に
企

業
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供
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ら
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水
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へ
の
経
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効
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が

期
待
さ
れ
る
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町
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税
収
増
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な
る
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と
思
う
。
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部
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催
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７
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館

出
席
者
　
工
業
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会
員
10
人
　
議

　
　
　
員
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人
　
事
務
局
１
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意

　見

●
外
国
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従
業
員
も
多
い
。
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
来
て
い
る
人
た
ち
は

町
外
に
居
住
す
る
者
が
多
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
て
い
る
実

習
生
は
町
内
の
ア
パ
ー
ト
で
共

同
生
活
。
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ず
れ
も
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言
葉
や

習
慣
の
違
い
な
ど
地
域
と
の
共

生
に
問
題
点
も
あ
る
が
、
地
域

の
人
た
ち
と
な
じ
む
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
が
、
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
。
町
民
と
外
国
人
と
が

意
思
疎
通
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ

ば
、
町
内
へ
住
む
人
も
増
え
る

か
と
思
う
。

　●
残
土
の
集
積
地
（
ス
ー
パ
ー
堤

防
）
が
整
備
さ
れ
て
更
地
に
な

る
と
も
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

場
合
そ
の
土
地
の
利
用
計
画
は
。

情
報
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
ほ
し

い
。

地
と
し
て
広
め
て
い
き
た
い
。

●
防
獣
柵
等
の
設
置
費
補
助
金
を

南
部
町
で
は
中
山
間
で
整
備
し

た
と
こ
ろ
で
も
出
し
て
い
る
が
、

本
町
で
は
中
山
間
で
整
備
し
た

地
域
で
あ
る
と
個
人
へ
の
補
助

金
は
出
な
い
。
行
政
と
し
て
ど

れ
だ
け
地
域
の
農
業
を
守
る
か
、

中
山
間
整
備
を
行
っ
た
地
域
で

あ
っ
て
も
補
助
金
の
復
活
と
対

策
を
講
じ
る
よ
う
行
政
に
訴
え

て
い
き
た
い
。
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催
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７
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２
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振
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９
人
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員
12
人
　
職
員
５
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意
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昨
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収
穫
体
験
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鳥
獣
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（
鹿
・
鳩
）
の
被
害
で
二
日
間

の
予
定
が
収
穫
祭
は
２
時
間
ほ

ど
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終
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し
て
し
ま
っ
た
。
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農
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Ｇ
Ⅰ
（
地
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的
表
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れ
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曙
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護
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る
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あ

け
ぼ
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で
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身
延
町
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で
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た
あ
け
ぼ
の
大
豆

で
な
け
れ
ば
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あ
け
ぼ
の
大
豆

ブ
ラ
ン
ド
Ｇ
Ⅰ
マ
ー
ク
シ
ー
ル
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こ
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が
出
来
な
い
の
で
、

現
実
的
に
町
外
で
作
っ
た
物
と

差
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化
が
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れ
る
。

●
あ
け
ぼ
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大
豆
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外
に
出
し

て
し
ま
う
と
多
分
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ち
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っ
て
し
ま
う
。
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ち
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今
ま
で
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っ
て
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た
の
も
こ

れ
か
ら
も
身
延
の
あ
け
ぼ
の
大

豆
と
し
て
作
り
続
け
た
い
。
先

人
が
守
り
育
て
て
く
れ
た
あ
け

ぼ
の
大
豆
を
身
延
町
が
発
祥
の

あ
け
ぼ
の
大
豆
振
興
協
議
会

と
議
員
と
の
懇
談
会

身
延
工
業
団
地
工
業
会
と

議
員
と
の
懇
談
会

の
定
期
的
な
意
見
交
換
の
場
も

な
い
。
町
の
担
当
部
署
、
窓
口

を
決
め
て
も
ら
い
た
い
。
問
題

等
あ
れ
ば
そ
の
部
署
に
行
き
相

談
し
た
い
。
ま
た
、
問
題
に
よ

っ
て
は
山
梨
県
と
相
談
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
か

と
思
う
。
そ
の
場
合
、
県
担
当

者
へ
の
橋
渡
し
役
を
お
願
い
し

た
い
。
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★表紙について（P１）
・８月の発行日に７月初めの写真
でしたが、長い梅雨の後の猛暑
と天候不順の今年は８月の発行
日に合わせて写真の選択をする
ほうがいいのではないでしょう
か。プールに入る子供の表情が
寒そうで、少し季節外れな感じ
がします。題字のベースカラー
の緑も写真に合わせた方が良い
のではと感じました。

・少子化の昨今、子どもたちの姿
をあまり見かけなくなりました
が、表紙の子どもたちの笑顔が
とても嬉しく感じました。

・子どもたちの表情から、まだ水
がつめたい、けど楽しい‼とい
う感じが伝わってきてとても可
愛いです。

★一般質問（P5～10）
・各議員の質問に対する反答に、
「努力・反映・目指す・改善」
ということばを多用するが、一
時しのぎではなく、今後、続け
て実現するように期待したい。

・一般質問の役割は、議員が町の
施策を糺したり、住民の意見を
反映させたりするために、事前
に町の施策の現状や考えを問う
ことです。目的のない質問はい
りません。議員には住民目線で
もっと厳しい質問をお願いした
い。

・身延町の最大の課題は人口減少
だと思う。この10年間で４千人
以上が減少したと思うが、その
間にもいろいろな対策をとって
きたにもかかわらずこの現状を
招いた。今後の有効策を考える
ことはもちろんだが、今までに
とってきた対策と減少をグラフ
にして何がダメだったのかはっ
きりしてほしい。もし、同じこ
との繰り返しをしていたら今後
の対策もあてにならないと思う。

★町政全般についての意見、要望等
・下部温泉駅のトイレをお使いになったことがありますか？蜘蛛の巣・虫の死骸・便器の汚れ・故障（水が出ない）等、
それはそれは最悪の状況でした。駅は家の玄関です。トイレは特に気をつけたい場所です。下部地区の活性を考える
前に、観光客の方達を招くにはどうしたら良いのかを話し合うべきです。無人駅ですが、無人駅を感じさせないよう
な取り組みを行政も取り組んで下さい。

★常任委員会レポート（P11）
・産業的にも厚生的にも高齢化す
る本町において高齢化社会への
移行・対策の意見があってしか
るべきと考えるが？
・上下水道事業が、公営企業会計
に移行しなければならないとの
ことですが、料金がどのくらい
上がるのか心配です。

★本会議討論（P12）
・議案に対して賛成・反対も1、2
人しかいませんが、もっと反対
もあったり、賛成があってもい
いのではないのでしょうが、こ
うして表にして掲載されれば本
音を言いにくい部分もあると思
います。
・「森林環境税」「消費税増税」
の賛成は、単に国の税金が増え
るから良しというように見えま
す。議員さんも税の使い道や国
民負担の必要性をもっと議論し
てほしいと思います。

★組合議会報告（P13）
・町単独で運営できない事業を組
合として行っているのですから、
組合議会の動向も「議会だよ
り」に載せ、町民に知らせる必
要があると思います。

★おじゃまします（P16）
・今、俳句ブームですよね。身延
の俳句を守ってもらいありがと
うございます。この道を歩いて
みたいです。場所を書いてあれ
ば、地図がほしいです。

★町民と議員との懇談会（P2～4）
・町民の参加者が少ないように感
じるが、地道に懇談会を開催す
ることが、町政に関心を持って
くれるきっかけになると思いま
す。犬の飼い方には、飼い主に
色々な制約があるのに、猫には
無いのがよく理解できません。
・合併特例債の事業のことに触れ
られていたが、金額の大きな建
設費等、人口の流出が止まらな
い今必要なのかと思ってしまう。
流入を促すようなことにお金は
使えないのか？若い人にお金の
使い道について聞いてみたらど
うかと思う。
・色々な町民の意見があり、参考
になります。少子高齢化や出生
率の低下の問題も多数ありまし
たが、共働きをしないと家計の
苦しい時代だと思いますので、
出生率の低下はいたしかたなし、
とも思いました。しかし、私の
まわりでも結婚、出産している
人がいる中で、やはり町外に家
を建てて（借りて）暮らしてい
る人がいます。こういう人たち
が町内に住みたい‼と思う町づ
くりをお願いします。小児科が
あまりやってない事は、みんな
ぼやいております。

★町長行政報告（P14）
・新しい時代を迎え、身延町が未
来に向かっていくそれぞれの取
り組みが語られていると思いま
す。その一つ一つが大きく成長
していくことを希望します。
・少子高齢化、人口減少という身
延町にとっては最大の問題を一
番に取り組んでいただきたい。
これからの町政に期待するとと
もに、町長のリーダーシップの
見せどころではないかと思いま
す。

★モニター通信（P15）
・全ページの内容を、少しずつ乗
せることにこだわらずに、反響
のあったものは大きく載せても
いいのではないでしょうか。

モニター通信
(議会だより№59の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。
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学
校
施
設
の
防
犯
対
策

　
町
内
小
中
学
の
児
童
生
徒
が
学

校
で
の
生
活
を
安
全
安
心
に
過
す

た
め
、
防
犯
対
策
と
し
て
不
審
者

の
早
期
発
見
や
校
舎
内
へ
の
侵
入

を
未
然
に
防
止
す
る
な
ど
の
抑
止

力
を
目
的
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
費
を
今
議
会
に
補
正
予
算
と
し

て
計
上
し
た
。

●
合
併
15
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年
記
念
式
典

　
平
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９
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日
に
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部
町
、

中
富
町
、
身
延
町
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併
し
、
新
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」
が
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し
、
15
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よ
う
と
し
て
い
る
。
９
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14
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式
典
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行
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、
多

額
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付
を
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き
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政
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発
展
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与
さ
れ
た
５
人
の
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感
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状
の
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、
各
分
野
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り
身
延
町
発
展
に
尽
力
さ
れ
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73
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感
謝
状
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す
る
。
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と
】

　
・
普
通
交
付
税
の
減
額

　
・
連
携
型
中
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一
貫
教
育
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。
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瀬
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ス
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手
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３
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」
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さ
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８
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０
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台
や

各
室
の
音
響
設
備
、
映
像
設
備
、

監
視
設
備
を
、
更
新
、
新
設
す
る

こ
と
に
な
り
、
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、
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と
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の
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。
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意
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の
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用
の
助
成
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、
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、
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後
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下
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ど
も
に
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、
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接
種
費
用
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一
部
と
し
て
２
５
０
０
円
を
上
限

と
し
て
助
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

●
保
育
料
の
無
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化
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５
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も
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支
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法
」
が
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正
さ
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10
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国
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制
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３
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以
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の
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の
保
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等
の
無
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化
が
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定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
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で
保
育
料
に
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ま
れ
て
い

た
副
食
費
に
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て
は
無
償
化
の

対
象
と
は
な
ら
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、
別
途
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収
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
本
町
で
は
３
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未
満
児
を
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す
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の
子
ど
も
の
保
育
料
無
償
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と
小
中
学
生
の
給
食
費
無
償
化

に
合
わ
せ
、
副
食
費
の
無
償
化
も

◇
は
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め
に

　
７
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か
ら
８
月
に
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て
相
次

い
で
台
風
の
到
来
が
あ
り
、
中
で

も
台
風
10
号
は
県
内
に
も
被
害
を

も
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ら
し
た
。
幸
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に
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延
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濫
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皆
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学
校
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設
の
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犯
対
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と
し
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　町
内
の
小
・
中
学
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へ
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

町長行政報告
望月　幹也 町長
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★表紙について（P１）
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でしたが、長い梅雨の後の猛暑
と天候不順の今年は８月の発行
日に合わせて写真の選択をする
ほうがいいのではないでしょう
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のではと感じました。

・少子化の昨今、子どもたちの姿
をあまり見かけなくなりました
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・各議員の質問に対する反答に、
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ということばを多用するが、一
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て実現するように期待したい。
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い。

・身延町の最大の課題は人口減少
だと思う。この10年間で４千人
以上が減少したと思うが、その
間にもいろいろな対策をとって
きたにもかかわらずこの現状を
招いた。今後の有効策を考える
ことはもちろんだが、今までに
とってきた対策と減少をグラフ
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との繰り返しをしていたら今後
の対策もあてにならないと思う。

★町政全般についての意見、要望等
・下部温泉駅のトイレをお使いになったことがありますか？蜘蛛の巣・虫の死骸・便器の汚れ・故障（水が出ない）等、
それはそれは最悪の状況でした。駅は家の玄関です。トイレは特に気をつけたい場所です。下部地区の活性を考える
前に、観光客の方達を招くにはどうしたら良いのかを話し合うべきです。無人駅ですが、無人駅を感じさせないよう
な取り組みを行政も取り組んで下さい。

★常任委員会レポート（P11）
・産業的にも厚生的にも高齢化す
る本町において高齢化社会への
移行・対策の意見があってしか
るべきと考えるが？
・上下水道事業が、公営企業会計
に移行しなければならないとの
ことですが、料金がどのくらい
上がるのか心配です。

★本会議討論（P12）
・議案に対して賛成・反対も1、2
人しかいませんが、もっと反対
もあったり、賛成があってもい
いのではないのでしょうが、こ
うして表にして掲載されれば本
音を言いにくい部分もあると思
います。
・「森林環境税」「消費税増税」
の賛成は、単に国の税金が増え
るから良しというように見えま
す。議員さんも税の使い道や国
民負担の必要性をもっと議論し
てほしいと思います。

★組合議会報告（P13）
・町単独で運営できない事業を組
合として行っているのですから、
組合議会の動向も「議会だよ
り」に載せ、町民に知らせる必
要があると思います。

★おじゃまします（P16）
・今、俳句ブームですよね。身延
の俳句を守ってもらいありがと
うございます。この道を歩いて
みたいです。場所を書いてあれ
ば、地図がほしいです。

★町民と議員との懇談会（P2～4）
・町民の参加者が少ないように感
じるが、地道に懇談会を開催す
ることが、町政に関心を持って
くれるきっかけになると思いま
す。犬の飼い方には、飼い主に
色々な制約があるのに、猫には
無いのがよく理解できません。
・合併特例債の事業のことに触れ
られていたが、金額の大きな建
設費等、人口の流出が止まらな
い今必要なのかと思ってしまう。
流入を促すようなことにお金は
使えないのか？若い人にお金の
使い道について聞いてみたらど
うかと思う。
・色々な町民の意見があり、参考
になります。少子高齢化や出生
率の低下の問題も多数ありまし
たが、共働きをしないと家計の
苦しい時代だと思いますので、
出生率の低下はいたしかたなし、
とも思いました。しかし、私の
まわりでも結婚、出産している
人がいる中で、やはり町外に家
を建てて（借りて）暮らしてい
る人がいます。こういう人たち
が町内に住みたい‼と思う町づ
くりをお願いします。小児科が
あまりやってない事は、みんな
ぼやいております。

★町長行政報告（P14）
・新しい時代を迎え、身延町が未
来に向かっていくそれぞれの取
り組みが語られていると思いま
す。その一つ一つが大きく成長
していくことを希望します。
・少子高齢化、人口減少という身
延町にとっては最大の問題を一
番に取り組んでいただきたい。
これからの町政に期待するとと
もに、町長のリーダーシップの
見せどころではないかと思いま
す。

★モニター通信（P15）
・全ページの内容を、少しずつ乗
せることにこだわらずに、反響
のあったものは大きく載せても
いいのではないでしょうか。

モニター通信
(議会だより№59の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。
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費
無
償
化

に
合
わ
せ
、
副
食
費
の
無
償
化
も

◇
は
じ
め
に

　
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
相
次

い
で
台
風
の
到
来
が
あ
り
、
中
で

も
台
風
10
号
は
県
内
に
も
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
幸
い
に
も
身
延
町

は
大
き
な
被
害
は
無
く
安
堵
し
た

が
、
西
日
本
は
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

河
川
の
氾
濫
や
浸
水
害
、
土
砂
災

害
等
が
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
。

　
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。

●
防
災
訓
練

　
９
月
１
日
の
日
曜
日
に
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
発
生
を
想
定
し
て
の

「
身
延
町
防
災
訓
練
」
を
各
自
主

防
災
会
、
消
防
団
の
協
力
に
よ
り

実
施
さ
れ
た
。

　
万
一
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

先
ず
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と

い
う
自
助
、
次
に
地
域
住
民
に
よ

る
共
助
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

　
町
で
も
備
蓄
食
料
や
飲
料
水
等

の
備
蓄
品
の
拡
充
を
図
る
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
、

学
校
施
設
の
防
犯
対
策
と
し
て

　
　町
内
の
小
・
中
学
校
へ
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

町長行政報告
望月　幹也 町長



ひとりひとりの想いを おもてなし

下部温泉女将会

下部温泉の歴史
　日本の名湯百選に選ばれている
下部温泉。
　信玄公が合戦で受けた傷を癒し
たと伝えられています。その昔か
ら変わらぬ優れた効能と、歴史を
感じさせる湯治場風情、そして何
よりも下部の人々の素朴な温かさ
が訪れる人をおもてなしします

　厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、

町
民
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
事

業
な
の
か
ど
う
か
「
予
算
決
算

常
任
委
員
会
」
で
慎
重
に
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　今
後
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を

通
し
、
町
民
の
皆
様
へ
議
会
活

動
状
況
を
分
か
り
や
す
く
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。
（
上
田
）

　議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　委
員
長

　赤
池

　朗

　
　副
委
員
長

　望
月
悟
良

委

　
　員

　伊
藤
雄
波

　
　
　
　
　
　
　伊
藤
達
美

　
　
　
　
　
　
　上
田
孝
二

　
　
　
　
　
　
　広
島
法
明

中部横断道開通イベント協力

編 集 後 記

お問い合わせ
下部温泉女将会会長
源泉館　依田
☎0556-36-0101
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11月26日　いい風呂の日
１年に一度、下部温泉のお風呂に無料で入れ
ます。笑顔でお待ちしています。

下部温泉女将会は下部
温泉郷活性化のために
８人で頑張っています

普段の活動としては
●しもべ温泉女将だよ
　りの発行
●熊野神社のお掃除
　（毎月１日11時から）
　お手伝い大歓迎です
●源泉とあけぼの大豆
　を使用した味噌づく
　りや、石鹸づくり
●各種イベント参加
●定例会（女子会）

など

10月１日は他のメンバーが静岡駅のイベント参加のため、３人で掃除をしました
（この日はメンバー以外に３人がお手伝いで参加してくれました）


